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交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

45
（−4）

20
（−4）

15
（＋5）

1
（−1）

81
（−4）

交通事故死者数（人）

5月31日現在 7月13日現在

1,155
（−57）

1,452
（−59）

全国の死亡
事故件数

1,134
（−52）

令和２年５月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,349 95.5%

一　般 ― 96.4%
宅配便（千個） 377,206 110.6%

輸送統計
令和２年４月分
▶国土交通省調べ

▼全ト協会員専用ホームページのパスワード▼
8/15〜9/14

4829
7/15〜8/14

1302

新副会長の３氏

　

冒
頭
︑
来
賓
と
し
て
招
か

れ
た
国
土
交
通
省
の
一
見
勝

之
自
動
車
局
長
と
池
田
豊
人

道
路
局
長
が
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
︒

　

一
見
自
動
車
局
長
は
︑﹁
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
︑
我

が
国
の
景
気
動
向
は
決
し
て

安
心
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
︒

こ
う
い
う
時
こ
そ
︑
取
引
適

正
化
の
推
進
と
標
準
的
な
運

賃
の
荷
主
へ
の
浸
透
が
何
よ

り
も
大
事
︒
厳
し
い
状
況
で

は
あ
る
が
︑﹃
前
途
光
明
﹄

と
い
う
言
葉
を
信
じ
︑
コ
ロ

ナ
禍
を
抜
け
出
し
て
い
こ
う
﹂

と
力
強
く
語
っ
た
︒
ま
た
︑

池
田
道
路
局
長
は
︑﹁
今
回

の
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
︑
改

め
て
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

皆
様
の
お
仕
事
が
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
（
不
可
欠
）
な
も
の
だ

と
い
う
こ
と
を
再
認
識
で
き

た
︒
皆
様
の
お
仕
事
の
社
会

的
役
割
を
意
識
し
な
が
ら
︑

今
後
も
施
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
﹂
と
語
っ
た
︒

　

坂
本
会
長
の
あ
い
さ
つ︵
別

項
︶
の
あ
と
︑
①
会
員
の
入

退
会
お
よ
び
代
表
者
の
変
更

（
案
）︑
②
副
会
長
︑
常
任

理
事
の
選
定
（
案
）︑
③
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
緊
急
対
策
（
補
正
予

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
す
る
た
め

会
長
直
轄
の
諮
問
委
員
会

を
新
た
に
設
置

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
緊
急
対
策
で

は
︑
感
染
拡
大
が
本
格
化
し

た
３
月
以
降
全
ト
協
が
実
施

し
て
き
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
報
告
が
行
わ
れ
た
ほ
か
︑

算
含
）︑
④
委
員
会
規
程
の

一
部
改
定
（
案
）︑
⑤
宮
崎

ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
実
施

す
る
た
め
の
補
正
予
算
に
つ

い
て
承
認
︵
詳
細
２
面
︶︒

衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
装

置
導
入
促
進
助
成
︑
血
圧
計

導
入
促
進
助
成
︑
安
全
装
置

等
導
入
促
進
助
成
︑
天
然
ガ

ス
自
動
車
用
燃
料
供
給
施
設

等
助
成
な
ど
の
各
種
助
成
事

業
を
大
幅
に
減
額
︑
ま
た
は

Ｓ
）
の
廃
止
（
案
）
︱
︱
が

審
議
さ
れ
︑
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
︒

　

副
会
長
︑
常
任
理
事
の
選

定
で
は
︑
次
の
通
り
副
会
長

・
常
任
理
事
が
選
任
さ
れ
た

（
敬
称
略
）︒

﹇
副
会
長
﹈
庄
子
清
一
（
宮

城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・
東

北
）︑
楠
木
寿
嗣
（
香
川
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
・
四
国
）︑

秋
田
進
（
全
国
）

﹇
常
任
理
事
﹈坂
本
幸
晴（
山

梨
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
）︑
山

口
嘉
彦
（
岐
阜
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
）︑
喜
多
村
誠
（
山
口

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
）︑
湯
浅

恭
介
（
徳
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
）︑
鳥
部
敏
雄
（
鹿
児
島

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
）

削
除
し
た
︒

　

ま
た
︑
経
営
に
苦
し
ん
で

い
る
小
規
模
事
業
者
の
経
営

安
定
化
を
図
る
た
め
︑
坂
本

会
長
直
轄
の
諮
問
委
員
会
と

し
て
﹁
小
規
模
事
業
者
コ
ロ

ナ
時
対
策
委
員
会
﹂（
委
員

長
・
吉
野
雅
山
全
ト
協
理

事
︑
日
本
貨
物
運
送
協
同
組

合
連
合
会
会
長
）
を
新
た
に

立
ち
上
げ
る
︒
同
委
員
会
で

は
︑
①
協
業
化
・
協
同
化
に

よ
る
経
営
力
の
強
化
策
︑
②

本
年
４
月
に
告
示
さ
れ
た
標

準
的
な
運
賃
を
活
用
し
た
対

荷
主
交
渉
力
の
強
化
策
︑
③

燃
料
等
の
共
同
購
入
に
よ
る

コ
ス
ト
削
減
策
な
ど
︑
小
規

模
事
業
者
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の

経
営
安
定
化
方
策
に
つ
い
て

検
討
︒
令
和
３
年
３
月
末
を

め
ど
に
︑
対
応
策
の
取
り
ま

と
め
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
︒

　

さ
ら
に
︑
委
員
会
規
程
の

一
部
改
定
で
は
︑
常
任
委
員

会
と
し
て
新
た
に
﹁
道
路
委

員
会
﹂
を
設
置
し
︑
高
速
道

路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
解

消
や
大
口
・
多
頻
度
割
引
50

％
枠
の
堅
持
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
く
︒

　

そ
の
ほ
か
︑宮
崎
Ｔ
Ｓ
（
宮

崎
県
新
富
町
）
に
つ
い
て
︑

今
年
７
月
末
を
も
っ
て
施
設

を
閉
鎖
す
る
こ
と
が
了
承
さ

れ
た
︒

　

世
界
的
に
深
刻
な
影
響
を

与
え
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
に
続

き
︑
７
月
３
日
か
ら
九
州
や

中
部
地
方
な
ど
で
続
い
た

﹁
令
和
２
年
７
月
豪
雨
﹂
に

よ
る
深
刻
な
被
害
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
︒
ま
ず
は
︑
被

害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
方
に
︑

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
︒

　

こ
う
し
た
大
変
な
時
期
に

お
い
て
も
︑
我
が
国
経
済
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
活
躍

さ
れ
て
お
ら
れ
る
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
方
に
対

し
て
︑
国
民
の
皆
様
か
ら
感

謝
の
声
を
数
多
く
頂
戴
し
て

お
り
ま
す
︒
改
め
ま
し
て
︑

会
員
事
業
者
の
皆
様
方
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒

　

私
た
ち
の
活
動
は
︑
社
会

と
と
も
に
あ
る
事
業
活
動
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま

す
︒
そ
れ
だ
け
に
︑
業
界
が

一
体
と
な
り
︑
全
力
で
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
︑

変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様

々
な
事
柄
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
お
り
ま
す
︒

　

荷
主
団
体
や
荷
主
業
界
か

ら
は
︑
こ
れ
ま
で
物
流
コ
ス

ト
の
さ
ら
な
る
削
減
に
向
け

た
厳
し
い
要
望
が
寄
せ
ら
れ

て
き
ま
し
た
︒
し
か
し
︑
コ

ロ
ナ
禍
や
様
々
な
自
然
災
害

に
直
面
し
︑﹁
我
が
国
の
物

流
体
制
を
し
っ
か
り
と
整
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂

と
︑
当
業
界
に
対
す
る
意
識

が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
︒

こ
う
し
た
皆
様
の
心
強
い
お

言
葉
を
支
え
に
し
な
が
ら
︑

荷
主
へ
の
交
渉
を
重
ね
︑
当

業
界
を
取
り
巻
く
様
々
な
課

題
を
解
消
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
︒

　

行
政
の
皆
様
方
も
︑
標
準

的
な
運
賃
の
早
期
適
用
実
現

に
向
け
て
懸
命
に
汗
を
流
し

て
お
ら
れ
ま
す
︒
私
た
ち
も
︑

行
政
の
皆
様
方
と
一
緒
に
︑

標
準
的
な
運
賃
の
さ
ら
な
る

　

国
土
交
通
省
の
伊
地
知
英

己
自
動
車
局
貨
物
課
長
は
︑

７
月
９
日
に
行
わ
れ
た
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
第
２
２
１

回
常
任
理
事
会
・
第
１
８
６

回
理
事
会
合
同
会
議
︵
詳
細

別
項
︶
に
出
席
し
︑
標
準
的

浸
透
に
向
け
て
進
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

　

コ
ロ
ナ
禍
や
被
害
が
甚
大

化
す
る
自
然
災
害
な
ど
に
直

面
し
︑
厳
し
い
局
面
で
は
あ

な
運
賃
の
告
示
等
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
︒

　

現
在
使
用
し
て
い
る
運
賃

・
料
金
を
︑
令
和
２
年
４
月

24
日
に
告
示
さ
れ
た
標
準
的

な
運
賃
を
使
用
し
た
も
の
に

変
更
す
る
場
合
︑
運
賃
・
料

金
の
変
更
後
30
日
以
内
に
︑

管
轄
す
る
運
輸
支
局
に
変
更

届
出
を
行
う
必
要
が
あ
る
︒

　

現
在
︑
国
交
省
で
は
﹁
運

賃
料
金
変
更
届
出
書
﹂
に
つ

い
て
︑
様
式
を
で
き
る
だ
け

簡
略
化
し
︑
事
業
者
が
届
け

「業界一丸となってコロナ禍に立ち向かおう」とあいさつする坂本会長（7月9日、第一ホテル東京）

第
２
２
１
回
常
任
理
事
会
・
第
１
８
６
回
理
事
会
合
同
会
議

新
た
に
「
道
路
委
員
会
」
を
設
置

新
た
に
「
道
路
委
員
会
」
を
設
置

副
会
長
３
氏
を
新
た
に
選
任

副
会
長
３
氏
を
新
た
に
選
任

り
ま
す
が
︑
立
ち
止
ま
っ
て

い
た
と
こ
ろ
で
業
界
の
健
全

発
展
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
真
摯

に
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る

運
送
事
業
者
の
皆
様
が
決
し

て
損
を
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
︑
そ
し
て
厳
し
い
環
境

下
に
お
い
て
も
皆
様
の
事
業

経
営
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
︑

皆
様
方
と
一
緒
に
な
っ
て
前

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
︒

出
を
し
や
す
い
形
に
す
る
た

め
に
最
終
調
整
を
実
施
し
て

い
る
︒

　

ま
た
︑
自
社
の
実
情
に
合

わ
せ
て
書
き
換
え
て
使
用
す

る
こ
と
の
で
き
る
﹁
貸
切
運

賃
料
金
適
用
方
﹂
の
整
備
も

進
め
て
い
る
と
し
た
︒

　

併
せ
て
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う

国
の
対
応
に
つ
い
て
も
言
及

し
︑
雇
用
調
整
助
成
金
の
特

例
措
置
な
ど
緊
急
経
済
対
策

等
に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク
関
係

の
主
な
施
策
や
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
活
用
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
た
︒

「
標
準
的
な
運
賃
」
浸
透
へ

「
標
準
的
な
運
賃
」
浸
透
へ

対
応
を
強
化
・
促
進

対
応
を
強
化
・
促
進

コ
ロ
ナ
禍
・
自
然
災
害
に
ひ
る
ま
ず

コ
ロ
ナ
禍
・
自
然
災
害
に
ひ
る
ま
ず

業
界
の
健
全
化
に
向
け
て
前
進
を

業
界
の
健
全
化
に
向
け
て
前
進
を

坂
本
会
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
７
月
９
日
︑

東
京
都
港
区
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
第
２

２
１
回
常
任
理
事
会
・
第
１
８
６
回
理
事

会
合
同
会
議
を
開
催
し
た
︒

　

同
合
同
会
議
で
は
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
苦
し
ん
で
い
る
中

小
運
送
事
業
者
の
経
営
安
定
を
図
る
た

め
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
緊
急
対
策
（
補
正
予
算
含
）
に
つ
い
て

審
議
︒
ま
た
︑
新
た
に
３
人
の
副
会
長
を

選
任
し
︑
全
ト
協
執
行
部
の
今
年
度
の
新

体
制
が
固
ま
っ
た
（
担
務
一
覧
２
面
）︒

　

全
ト
協
で
は
坂
本
克
己
会
長
を
ト
ッ
プ

と
し
た
新
体
制
の
も
と
︑
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
中
小
運
送

事
業
者
の
経
営
安
定
化
や
︑
標
準
的
な
運

賃
の
荷
主
等
へ
の
浸
透
な
ど
の
諸
課
題
に

果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
く
︒

国交省

秋田　進氏
（全国）

庄子　清一氏
（宮城県ト協・東北）

一見　勝之
自動車局長

伊地知　英己
自動車局貨物課長

池田　豊人
道路局長

坂本 克己 全ト協会長

楠木　寿嗣氏
（香川県ト協・四国）

業界一丸でコロナ対策・標準的な運賃の浸透に取り組む業界一丸でコロナ対策・標準的な運賃の浸透に取り組む
全
ト
協



（2）第2158号（第3種郵便物認可）令和2年（2020年）7月15日
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ュ
ー
ス
）

～停止距離・車間距離編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		停止距離とは空走距離と制動距離を合わせた距離をいうが、空走
距離とは運転者が危険を感じてからブレーキを踏み、ブレーキが
実際に効き始めるまでの間に車が走る距離をいう。（	○・×	）

❷		運転者が疲れているときは、空走距離が長くなる。（	○・×	）

❸		重い荷物を積んでいるときは、制動距離が短くなる。（	○・×	）

❹		路面が濡れている場合やタイヤがすり減っている場合の停止距離
は、乾燥した路面でタイヤの状態が良い場合の２倍程度に延びる
ことがある。（	○・×	）

❺		大型や中型自動車は、道路を見下ろす形になるため、車間距離が
実際よりも短く感じられる。（	○・×	）

（解答は７面）

あおり運転が厳罰化されました！
〔第98回〕

　悪質かつ危険な「あおり運転」が社会問題化したことを
背景に、このほど道路交通法が改正され「あおり運転」に対
する罰則の創設と行政処分が整備され、６月30日に施行さ
れました。

●あおり運転の厳罰化

Ａさん「先日の６月30日、あおり運転の厳罰化を盛り込んだ
改正道路交通法が施行されたね」

Ｂさん「そうだね。ポイントを具体的に教えてよ」
Ａさん「他の車両等の通行を妨害する目的で、『不必要な急

ブレーキ』などの10類型の違反行為をして、交通の
危険を生じさせるおそれのある運転（あおり運転）
をした場合は、３年以下の懲役または50万円以下の
罰金が科せられることになったんだ。あおり運転は
反則金が適用されず、違反点数は25点、免許取消
処分（欠格期間２年）を受けることになる」

Ｂさん「ずいぶん、重くなるんだね」
Ａさん「また、あおり運転によって高速自動車国道等で他の

自動車を停止させるなど著しい交通の危険を生じさ
せた場合は、５年以下の懲役または100万円以下の
罰金で、違反点数35点、免許取消処分（欠格期間３
年）を受けるんだ」

Ｂさん「免許が即取消しになるということは、ドライバーと
しての仕事が一切できなくなるということだから、
僕たちはとくに注意しないとね。あと、あおり運転
の対象となる10類型の違反行為とはなんだろう」

Ａさん「具体的には、①通行区分違反、②急ブレーキ禁止違
反、③車間距離不保持、④進路変更禁止違反、⑤追
越し違反、⑥減光等義務違反、⑦警音器使用制限違
反、⑧安全運転義務違反、⑨最低速度違反（高速自
動車国道）、⑩高速自動車国道等駐停車違反ーーの
以上、10の違反行為だよ」

●トラックは車間距離を詰めやすいので注意

Ｂさん「当たり前のことばかりだけれども、この中で無意識
に行いがちな車間距離不保持は要注意だね」

Ａさん「というと？」
Ｂさん「トラックは乗用車に比べて車高が高いだろ。つまり

前方を見下ろすことになり、実際の距離以上に前車
との距離が空いているような錯覚に陥る。そこで少
し車間距離を詰めようとするドライバーが多いん
だ。本人は車間距離をとっているつもりでも、実際
はかなり近づいて走行してるケースがよくあるんだ。
だから僕はそうした錯覚を踏まえたうえで意識して
車間距離をとるようしているよ。追突事故防止にも
なるしね。ところで、『自動車運転死傷行為処罰法』
も改正されたんじゃなかったっけ」

●危険運転致死傷罪の適用要件に「通行妨害」が追加

Ａさん「そう。危険運転致死傷罪の対象となる行為として、
①車の通行を妨害する目的で、重大な交通の危険が
生じることとなる速度で走行中の車の前方で停止し

たり、著しく接近する行為、②高速自動車国道また
は自動車専用道路において、自動車の通行を妨害す
る目的で、走行中の自動車の前方で停止したり、著
しく接近したりすることにより、走行中の自動車を
停止または徐行させる行為ーーの２つが加わったん
だ。罰則は、死亡させた場合は、１年以上最長20年
の有期懲役、負傷させた場合は、15年以下の懲役に
なるのはご承知のとおり。施行は７月２日だよ」

Ｂさん「今回の法改正が、すべてのドライバーの安全運転を
見直すきっかけになってくれるといいな」

　他の車両等の通行を妨害する目的で、10類型の違反行為（本文参照）
をし、交通の危険を生じさせるおそれのある運転をした場合

３年以下の懲役又は50万円以下の罰金
違反点数25点（免許取消し・欠格期間２年）

　あおり運転によって、高速自動車国道等で他車を停止させるなど、その
他道路において著しい交通の危険を生じさせた場合

５年以下の懲役又は100万円以下の罰金
違反点数35点（免許取消し・欠格期間３年）

あおり運転の罰則

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お

け
る
点
検
整
備
推
進
運
動
﹂

を
︑
１
年
を
通
じ
て
実
施
し

て
い
る
が
︑
９
月
１
日
㈫
~

30
日
㈬
の
１
か
月
間
に
つ
い

て
︑
全
国
統
一
の
﹁
自
動
車

点
検
整
備
推
進
運
動
強
化
月

間
﹂
と
定
め
︑
同
運
動
を
展

開
す
る
︒
ま
た
︑
各
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
お
い
て

確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
︒

　

同
期
間
に
お
い
て
は
︑
①

大
型
自
動
車
に
関
す
る
適
切

な
点
検
・
整
備
の
実
施
方
法

に
つ
い
て
の
啓
発
︵
表
﹁
重

点
点
検
項
目
﹂︶︑
②
黒
煙
濃

度
に
影
響
を
及
ぼ
す
部
品
等

の
自
主
点
検
・
整
備
の
実
施

に
関
す
る
啓
発
︑
③
Ｄ
Ｐ
Ｆ

（
黒
煙
除
去
フ
ィ
ル
タ
）
等

の
後
処
理
装
置
付
き
車
の
正

し
い
使
用
方
法
に
関
す
る
啓

発
︱
︱
の
３
つ
を
﹁
重
点
実

施
項
目
﹂
と
し
て
︑
全
国
的

に
運
動
を
展
開
す
る
︒

　

な
お
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

を
50
台
以
上
か
つ
︑
大
型
自

動
車
（
車
両
総
重
量
８
㌧
以

郵
送
で
受
け
付
け
る
︒

　

同
制
度
は
︑
引
越
ニ
ー
ズ

が
年
々
多
様
化
・
高
度
化
し

て
い
る
中
で
︑
サ
ー
ビ
ス
品

質
に
よ
り
引
越
運
送
事
業
者

が
選
択
さ
れ
る
環
境
を
創
出

す
る
こ
と
を
目
的
に
︑
全
ト

協
が
創
設
し
た
も
の
︒
平
成

26
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
︑

令
和
元
年
12
月
現
在
３
１
８

事
業
者（
１
８
３
９
事
業
所
）

が
﹁
引
越
優
良
事
業
者
﹂
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
︒

　

申
請
に
関
す
る
詳
細
は
︑

は
︑
地
域
事
情
に
応
じ
て
独

自
に
強
化
月
間
（
地
方
独
自

強
化
月
間
）
を
設
定
し
︑
実

施
す
る
︒

　

平
成
30
年
10
月
１
日
に

は
︑
車
両
総
重
量
８
㌧
以
上

の
ト
ラ
ッ
ク
の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ

等
が
︑
新
た
に
３
か
月
ご
と

の
定
期
点
検
項
目
に
追
加
さ

れ
る
な
ど
︑
不
正
改
造
の
防

止
と
と
も
に
︑
点
検
整
備
を

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
の
こ
と
︒

（
７
月
15
日
〜
７
月
31
日
）

▽
７
月
17
日

・
第
50
回
物
流
政
策
委
員
会

▽
７
月
29
日

・
第
68
回
広
報
委
員
会

上
）
を
保
有
す
る
事
業
者
に

お
い
て
は
︑
別
途
︑
重
点
点

検
期
間
中
（
９
月
~
11
月
）

に
定
期
点
検
を
行
う
大
型
自

動
車
に
つ
い
て
︑﹁
重
点
点
検

項
目
﹂
の
点
検
結
果
を
各
運

輸
支
局
等
に
報
告
す
る
必
要

が
あ
る
︒

　

実
施
要
領
等
の
詳
細
は
︑

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
︒

２
０
２
０
年
度
引
越
事
業

者
優
良
認
定
制
度
申
請
受

付
を
開
始

７
月
20
日
㈪
~
８
月
３
日
㈪

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

﹁
２
０
２
０
年
度
引
越
事
業

者
優
良
認
定
制
度
（
引
越
安

心
マ
ー
ク
）﹂の
認
定
申
請
を
︑

７
月
20
日
㈪
~
８
月
３
日
㈪

（
当
日
消
印
有
効
）の
期
間
︑

︻
お
こ
と
わ
り
︼
次
号
は
︑
編
集
上
の

都
合
に
よ
り
８
月
５
日
号
と
し
て
発

行
い
た
し
ま
す
︒ 

広
報
室

新型コロナウイルス感染症に係る緊急対策（補正予算含む）

＜経営基盤対策＞（補正）
⑴令和２年度（一般会計）の会費免除（５月〜９月の５か月分）
 ▷総額 ２億 2,300 万円
⑵ 新型コロナウイルス感染症による企業への影響に対する中央近代化基

金「激甚災害融資」公募枠 50 億円から100 億円への増額
 ▷総額 4,500 万円

＜感染症拡大防止対策に係る各都道府県トラック協会への支援＞（補正）
⑶各都道府県トラック協会会員事業者の保有車両数により交付額を配算
 ▷総額 ２億 100 万円

＜エッセンシャルワーカーとしてのトラックドライバーへの支援＞
⑷全国紙およびブロック紙への広告掲載（７段広告）
 ▷総額 4,500 万円

＜今後に向けた機動的な対応策＞（補正）
⑸予備費の積み増し ▷総額 2 億円

※令和 2 年度本予算の見直し（減額）
⑴安全装置助成事業等の見直し ▷総額 3 億円

衝突被害軽減ブレーキ、安全装置、血圧計導入促進、天然ガススタン
ドに係る助成等

⑵地方適正化活動支援緊急対策費の見直し ▷総額 6,200 万円

（関連１面）

全ト協

高
齢
者
の
職
場
環
境
改

善
を
支
援

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー

補
助
金

　

厚
生
労
働
省
で
は
現
在
︑

令
和
２
年
度
﹁
エ
イ
ジ
フ
レ

ン
ド
リ
ー
補
助
金
﹂
に
つ
い

て
︑
10
月
末
日
ま
で
申
請
受

付
を
行
っ
て
い
る
︒

　

本
補
助
金
は
今
年
度
新
た

に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
︑
60

歳
以
上
の
高
年
齢
労
働
者
が

安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
︑
中
小
企
業
事
業
者

に
よ
る
職
場
環
境
の
改
善
等

の
安
全
衛
生
対
策
の
実
施
に

対
し
て
補
助
を
行
う
も
の
︒

補
助
率
は
︑
高
年
齢
労
働
者

の
た
め
の
職
場
環
境
改
善
に

要
し
た
経
費
の
２
分
の
１
で
︑

上
限
額
は
１
０
０
万
円
（
消

費
税
を
含
む
）︒

　

補
助
対
象
対
策
は
︑
①
身

体
機
能
の
低
下
を
補
う
設
備

・
装
置
の
導
入
︑
②
働
く
高

齢
者
の
健
康
や
体
力
の
状
況

の
把
握
等
︑
③
安
全
衛
生
教

育
︑
④
そ
の
他
︑
働
く
高
齢

者
の
た
め
の
職
場
環
境
の
改

善
対
策
︒

　

申
請
に
関
す
る
詳
細
は
︑

補
助
事
業
を
行
う
（
一
社
）

日
本
労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
エ
イ
ジ
フ
レ
ン

ド
リ
ー
補
助
金
事
務
セ
ン
タ

ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

の
こ
と
︒

７
月
末
を
も
っ
て
閉
鎖

宮
崎
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

宮
崎
Ｔ
Ｓ
（
宮
崎
県
児
湯

郡
新
富
町
）
は
７
月
31
日
㈮

を
も
っ
て
閉
鎖
し
ま
す
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

表 重点点検項目（①関係）
点検時期

点検箇所
3 か月点検 12 か月点検

原動機 燃料装置 燃料漏れ 同左

電気装置 電気配線 接続部の緩みおよび損傷 同左

走行装置 ホイール
タイヤの状態 同左

ホイール・ナットおよび
ホイール・ボルトの緩み

ホイール・ナットおよび
ホイール・ボルトの損傷

制動装置 ホースおよび
パイプ

漏れ、損傷および
取付状態 同左

　全日本トラック協会は今回の合同理事会（１面に詳細）で常
設された「道路委員会」及び新たに選任された副会長３氏を加
えた常任委員会等の担務を次の通り決定した。

（敬称略）

常任委員会等

委員会名 委員長

総務委員会 辻　　卓史

物流政策委員会 馬渡　雅敏

適正化事業委員会 田中　　亨

税制委員会 浅井　　隆

広報委員会 小林　和男

交通対策委員会 工藤　修二

環境対策委員会 眞鍋　博俊

労働安全・衛生委員会 楠木　寿嗣

経営改善・情報化委員会 庄子　清一

施設事業委員会 小林　幹愛

道路委員会 寺岡　洋一

物流ネットワーク委員会 秋田　　進

田口　義隆

役員選考委員会 小丸　成洋

全ト協副会長の担務一覧
不
正
改
造
防
止
と
点
検
整
備
の

　
　

 
確
実
な
実
施
を
呼
び
か
け

９
月
は
「
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
強
化
月
間
」
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Peacock Element Manufacturing Co.,ltd.

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
経
済
環
境
や

荷
主
ニ
ー
ズ
も
変
わ
っ
て
く
る
︒

こ
の
よ
う
な
﹁
外
的
要
因
の
変
化

に
対
し
︑
社
内
体
制
な
ど
内
的
要

因
の
再
構
築
が
必
要
だ
︒
最
大
の

課
題
は
生
産
性
向
上
で
あ
る
﹂︒

そ
の
よ
う
な
な
か
で
︑
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
防
止
策
と

同
時
に
︑
物
流
セ
ン
タ
ー
業
務
の

生
産
性
向
上
を
実
現
し
た
事
業
者

が
い
る
︒　
　

　

こ
の
物
流
セ
ン
タ
ー
に
は
︑
パ

ー
ト
従
業
員
が
約
１
０
０
人
働
い

て
い
る
︒﹁
感
染
防
止
策
で
は
い
ち

早
く
パ
ー
ト
を
い
く
つ
か
の
組
に

分
け
て
︑
休
憩
時
間
や
昼
食
時
間

を
ず
ら
し
た
︒
大
勢
が
一
緒
に
集

ま
る
接
触
機
会
を
で
き
る
だ
け
減

ら
す
こ
と
で
︑感
染
防
止
を
し
た
﹂

の
で
あ
る
︒

　

そ
れ
と
同
時
に
︑
同
社
で
は
就

業
時
間
も
短
縮
し
た
︒
約
１
０
０

人
の
パ
ー
ト
従
業
員
は

従
来
17
時
ま
で
の
勤
務

だ
っ
た
が
︑
16
時
ま
で

に
仕
事
を
終
了
す
る
よ

う
に
し
た
の
で
あ
る
︒

パ
ー
ト
の
主
婦
の
人
た

ち
は
︑
仕
事
が
終
わ
っ

て
か
ら
ス
ー
パ
ー
な
ど

で
夕
食
用
の
食
材
を
購

入
し
た
り
す
る
︒﹁
16

時
ま
で
に
仕
事
を
終
了
し
て
退

社
す
れ
ば
︑
ス
ー
パ
ー
が
客
で

混
雑
す
る
時
間
帯
を
避
け
る
こ

と
が
で
き
て
︑
感
染
防
止
に
な

る
﹂
か
ら
だ
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
感
染
防
止
を

前
面
に
し
て
終
業
時
間
を
１
時

間
繰
り
上
げ
た
︒

﹁
パ
ー
ト
は
時

給
制
な
の
で
︑

終
わ
ら
せ
よ
う

と
す
れ
ば
16
時

ま
で
に
終
了
す

る
仕
事
で
も
︑

17
時
ま
で
に
終

わ
ら
せ
れ
ば
よ

い
と
い
う
習
性

が
あ
っ
た
︒
だ

が
︑
感
染
防
止

の
た
め
16
時
ま

で
に
終
わ
ら
せ

る
と
決
め
れ
ば

ち
ゃ
ん
と
で
き

る
﹂
も
の
だ
︒

何
も
な
い
時
に

同
じ
仕
事
を
１
時
間
早
く
終
わ

ら
せ
る
よ
う
に
と
い
っ
た
ら
抵

抗
が
あ
る
︒
だ
が
︑
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
以
外
に
は
﹁
特
別
な
こ

と
を
何
も
せ
ず
に
︑
同
じ
仕
事

量
で
労
働
時
間
の
１
時
間
短
縮

を
実
現
し
た
﹂
の
で
あ
る
︒

　

こ
の
事
業
者
は
最
低
賃
金
以
上

の
時
給
を
払
っ
て
い
る
の
で
︑
時

給
は
１
０
０
０
円
を
超
え
て
い
る
︒

仮
に
時
給
１
０
０
０
円
と
し
て
も
︑

１
０
０
人
な
ら
１
日
１
０
０
時
間
の

短
縮
で
︑
金
額
に
換
算
す
る
と
10

万
円
の
人
件
費
削
減
に
な
る
︒
だ

が
︑
コ
ロ
ナ
終
息
後
は
従
来
の
よ

う
に
17
時
ま
で
の
勤
務
に
戻
す
予

定
だ
︒﹁
新
規
取
引
が
増
え
て
い

る
︒
当
社
の
場
合
︑
新
規
の
引
き

合
い
は
ほ
と
ん
ど
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
っ
て
く
る
︒
最
初
は
メ
ー

ル
で
や
り
取
り
し
て
︑
リ
モ
ー
ト

商
談
に
な
り
︑
契
約
締
結
に
な
る

パ
タ
ー
ン
が
多
い
﹂
と
い
う
︒
同

社
は
コ
ロ
ナ
禍
で
リ
モ
ー
ト
商
談

に
よ
る
新
規
取
引
が
増
え
︑
今
後

は
仕
事
量
が
多
く
な
っ
て
く
る
︒

だ
が
︑﹁
生
産
性
を
向
上
し
て
新

規
取
引
先
の
増
加
し
た
仕
事
も
含

め
︑
17
時
ま
で
の
勤
務
で
消
化
す

る
よ
う
に
す
る
﹂︒

　

働
き
方
改
革
実
現
の
原
資
確
保

に
は
︑
生
産
性
向
上
が
必
須
で
あ

る
︒﹁
来
年
４
月
か
ら
は
︑
中
小

企
業
も
同
一
労
働
同
一
賃
金
で
︑

パ
ー
ト
に
も
賞
与
な
ど
の
支
払
い

が
必
要
に
な
る
︒
コ
ロ
ナ
を
機
に

生
産
性
を
向
上
さ
せ
て
︑
同
一
労

働
同
一
賃
金
に
備
え
る
﹂
と
い
う

の
が
同
社
の
考
え
だ
︒

第
259
回

コロナ禍を転じて生産性を向上

　
　

︻
解
説
︼
前
回
は
︑
法
定
休
日
に
休

日
労
働
を
さ
せ
る
場
合
︑
た
と
え
代

休
を
与
え
た
と
し
て
も
︑
36
協
定
の

締
結
・
届
け
出
と
割
増
賃
金
の
支
払

い
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
お
話
を
し
ま

し
た
︒
そ
の
﹁
代
休
付
与
﹂
に
対
し
て
︑

36
協
定
の
締
結
・
届
け
出
も
割
増
賃

金
の
支
払
い
も
必
要
な
い
の
が
﹁
休
日

振
替
﹂
と
い
う
方
法
で
す
︒

　

そ
こ
で
︑
こ
の
休
日
振
替
が
ど
の
よ

　

前
回
の
「
休
日
労
働
と
36
協

定
」
の
解
説
の
中
で
、
休
日
に
労

働
を
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
、
代
休

の
付
与
と
は
別
に
「
休
日
振
替
」

と
い
う
方
法
も
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
が
、
そ
の
内
容
を
も
う
少
し
詳

し
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

 第207回 

休日労働に与える代休
とは別の休日振替とは

う
な
も
の
か
を
簡
単
に
ご
説
明
す
る
と
︑

﹁
あ
ら
か
じ
め
休
日
と
定
め
ら
れ
た

日
を
通
常
の
労
働
日
と
し
︑
労
働
日

と
な
っ
た
そ
の
休
日
を
他
の
日
に
移
す
﹂

と
い
う
こ
と
で
す
︒
す
な
わ
ち
︑
代

休
は
︑
本
来
休
日
で
あ
る
日
に
そ
の

ま
ま
労
働
さ
せ
る
た
め
︑
代
わ
り
に

他
の
日
に
休
日
を
与
え
た
と
し
て
も
︑

﹁
休
日
労
働
﹂
と
い
う
事
実
は
消
え

ま
せ
ん
が
︑
一
方
︑
休
日
振
替
で
あ

れ
ば
︑
事
前
に
所
定
休
日
を
労
働
日

に
移
し
替
え
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
︑

第
一
に
休
日
労
働
そ
の
も
の
が
成
り
立

た
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
こ

の
た
め
︑
休
日
振
替
の
方
は
︑
そ
の

日
が
法
定
休
日
で
あ
っ
た
か
ど
う
か

は
関
係
な
く
な
り
ま
す
し
︑
当
然
36

協
定
の
締
結
・
届
け
出
や
割
増
賃
金

支
払
い
の
必
要
も
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
わ
け
で
す
︒
さ
ら
に
︑
休
日
労

働
で
は
な
い
の
で
︑
満
18
歳
未
満
の

年
少
者
で
も
働
か
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
︒

　

次
に
︑
休
日
振
替
の
制
度
を
導
入

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
︒
ま
ず
︑
就
業
規
則
で
︑

例
え
ば
休
日
条
項
の
後
に
﹁
会
社
は
︑

業
務
の
都
合
で
や
む
を
得
な
い
と
き

は
︑
第
〇
条
の
休
日
を
同
一
週
内
の

他
の
日
と
振
り
替
え
る
こ
と
が
で
き

る
︒
こ
の
場
合
︑
事
前
に
振
替
に
よ

る
休
日
を
指
定
し
て
本
人
に
通
知
す

る
﹂
と
い
う
よ
う
な
︑
休
日
振
替
を

行
う
旨
の
規
定
を
設
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
︒
実
施
に
当
た
っ
て
は
︑
規

定
に
あ
る
通
り
︑
事
前
に
休
日
振
替

を
本
人
に
通
知
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
︒
こ
の
事
例
で
は
︑
同
一
週
内
の
休

日
振
替
と
し
て
い
ま
す
が
︑
も
ち
ろ

ん
４
週
４
日
の
枠
内
で
振
り
替
え
る
こ

と
も
で
き
ま
す
︒
法
定
外
休
日
で
あ

れ
ば
こ
の
よ
う
な
手
続
き
は
不
要
で

す
が
︑
仮
に
振
替
を
定
め
る
場
合
は
︑

年
間
を
通
じ
た
休
日
振
替
も
可
能
で

す
︒
た
だ
し
︑
振
り
替
え
る
休
日
が

週
を
ま
た
ぐ
と
︑
法
定
休
日
労
働
の

問
題
は
ク
リ
ア
で
き
て
も
︑
週
の
法

定
労
働
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま

う
場
合
が
あ
る
の
で
要
注
意
で
す
︒

　

ま
た
︑
振
り
替
え
ら
れ
る
休
日
の

指
定
を
︑
会
社
で
は
な
く
︑
労
働
者

が
希
望
す
る
日
を
指
定
す
る
﹁
労
働

者
指
定
制
﹂
と
い
う
方
法
も
考
え
ら

れ
ま
す
︒
こ
の
場
合
は
︑
就
業
規
則

の
前
記
規
定
例
を
若
干
変
え
︑
例
え

ば
﹁
会
社
は
︑
業
務
の
都
合
で
や
む

を
得
な
い
と
き
は
︑
事
前
に
第
〇
条

の
休
日
を
４
週
間
以
内
の
他
の
日
に

振
替
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
た

だ
し
︑
振
り
替
え
て
休
日
と
な
る
日

の
指
定
に
つ
い
て
は
︑
労
働
者
が
希
望

し
た
場
合
に
は
労
働
者
に
委
ね
る
こ

と
が
で
き
る
︒
こ
の
場
合
︑
労
働
者

は
速
や
か
に
指
定
日
を
定
め
︑
会
社

に
通
知
し
て
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
﹂
と
す
る
旨
の
規
定
を
設
け

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
︒
な
お
︑
こ
の
ケ

ー
ス
も
週
の
法
定
労
働
時
間
の
問
題

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

同
様
で
す
︒

Ａ�

事
前
に
休
日
を
労
働
日
に

移
動
す
る
た
め
代
休
不
要

２
０
２
０
﹂
で
掲
げ
ら
れ
た

目
標
値
︵
表
︶
を
達
成
す
る

た
め
の
各
施
策
の
進
捗
状
況

や
︑
目
標
の
達
成
状
況
等
に

つ
い
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行

う
と
と
も
に
︑
次
期
プ
ラ
ン

の
策
定
に
つ
い
て
議
論
を
行

う
︒

　

冒
頭
︑
国
交
省
よ
り
最
近

の
交
通
事
故
発
生
状
況
等
が

報
告
さ
れ
た
︒
ト
ラ
ッ
ク
に

お
い
て
は
︑
元
年
中
に
発
生

し
た
交
通
事
故
は
前
年
に
比

べ
減
少
し
て
い
る
一
方
で
︑

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
が
48

件
（
前
年
比
14
件
増
）
と
増

加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
た
︒

　

ま
た
︑
同
プ
ラ
ン
の
目
標

達
成
に
向
け
た
国
交
省
・
各

モ
ー
ド
の
取
り
組
み
が
報
告

さ
れ
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に

関
し
て
は
桝
野
龍
二
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
理
事
長
が
令

和
元
年
度
に
お
け
る
全
ト
協

の
取
り
組
み
を
報
告
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
今
年
が
同
プ
ラ

ン
の
最
終
年
度
で
あ
る
こ
と

か
ら
︑
次
期
プ
ラ
ン
の
策
定

に
つ
い
て
検
討
を
実
施
︒
今

後
︑
自
動
車
運
送
事
業
に
係

る
交
通
事
故
対
策
検
討
会
に

お
い
て
次
期
プ
ラ
ン
案
の
作

成
を
行
い
︑
同
委
員
会
か
ら

の
意
見
を
踏
ま
え
た
上
で
︑

３
年
３
月
開
催
予
定
の
第
３

回
同
委
員
会
に
お
い
て
次
期

プ
ラ
ン
を
決
定
︒
現
在
︑
政

府
で
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る

﹁
第
11
次
交
通
安
全
基
本
計

画
﹂
に
合
わ
せ
て
︑
３
年
４

月
よ
り
次
期
プ
ラ
ン
に
お
け

る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
開
始
さ

れ
る
予
定
︒

　

国
土
交
通
省
は
７
月
６

日
︑令
和
２
年
度
第
１
回
﹁
事

業
用
自
動
車
に
係
る
総
合
的

安
全
対
策
検
討
委
員
会
﹂（
委

員
長
・
野
尻
俊
明
流
通
経
済

大
学
学
長
）
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

形
式
で
開
催
し
た
︒

　

同
委
員
会
で
は
︑﹁
事
業

用
自
動
車
総
合
安
全
プ
ラ
ン

事
業
再
編
・
事
業
統
合

を
行
う
中
小
事
業
者
を

支
援

「
経
営
資
源
引
継
ぎ
補
助
金
」

申
請
受
付
開
始

　

中
小
企
業
庁
は
７
月
13

日
︑
令
和
２
年
度
第
一
次
補

正
予
算
﹁
経
営
資
源
引
継
ぎ

補
助
金
﹂
の
申
請
受
付
を
開

始
し
た
︒

　

同
補
助
金
は
︑
事
業
再
編

・
事
業
統
合
等
に
伴
う
中
小

企
業
者
の
経
営
資
源
の
引
継

ぎ
を
後
押
し
す
る
た
め
に
実

施
さ
れ
る
も
の
︒
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
中
小
企
業
者

に
対
し
て
︑
①
経
営
資
源
の

引
継
ぎ
を
促
す
た
め
の
支

援
︑
②
経
営
資
源
の
引
継
ぎ

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
支
援

︱
︱
を
行
う
こ
と
で
︑
新
陳

代
謝
を
加
速
し
︑
我
が
国
経

済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
︒

　

申
請
受
付
期
間
は
︑
郵
送

の
場
合
は
８
月
21
日
㈮
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）︑
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
の
場
合
は
同
22

日
㈯
19
時
ま
で
︒

　

詳
細
は
︑
中
企
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

環
境
負
荷
低
減
等

に
資
す
る
優
れ
た
取

り
組
み
を
表
彰

グ
リ
ー
ン
物
流
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
優
良
事
業
募
集
開
始

　

国
土
交
通
省
と
経
済
産
業

省
は
７
月
１
日
よ
り
︑
令
和

２
年
度
﹁
グ
リ
ー
ン
物
流
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
優
良
事
業
﹂

の
募
集
を
行
っ
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
複
数
事
業
者
間

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

提
出
さ
れ
た
﹁
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
﹂
を

公
表

８
月
に
向
け
公
表
を
働
き
か
け

　

経
済
産
業
省
は
７
月
10
日
︑

﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
﹂
を
公
表
す
る
サ
イ
ト

を
立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
︑

宣
言
を
公
表
し
た
企
業
が
使

用
で
き
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
︵
写

真
︶
を
発
表
し
た
︒

　

今
年
５
月
18
日
に
開
催
し

た
︑
経
済
界
・
労
働
界
の
代

表
お
よ
び
関
係
閣
僚
を
メ
ン

バ
ー
と
す
る
第
１
回
﹁
未
来

を
拓
く
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

構
築
推
進
会
議
﹂に
お
い
て
︑

令
和
３
年
度
の
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
を

実
施

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
事
業
収
入
が

減
少
し
た
事
業
者
を
対
象
に

　

中
小
企
業
庁
で
は
︑
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
事
業
収
入
が
減
少
し

て
い
る
中
小
企
業
者
等
を
対

象
に
︑
令
和
３
年
度
の
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
減

免
を
行
う
︒

　

減
免
対
象
は
︑
事
業
用
家

屋
お
よ
び
設
備
等
の
償
却
資

産
に
対
す
る
固
定
資
産
税

と
︑
事
業
用
家
屋
に
対
す
る

都
市
計
画
税
（
い
ず
れ
も
市

町
村
税
︑
東
京
都
23
区
に
お

い
て
は
都
税
）︒
今
年
２
月

~
10
月
ま
で
の
任
意
の
連
続

す
る
３
か
月
間
の
事
業
収
入

の
対
前
年
同
期
比
減
少
率
が

50
％
以
上
の
場
合
は
全
額
が

減
免
さ
れ
る
ほ
か
︑
30
％
以

上
50
％
未
満
の
場
合
に
は
２

分
の
１
が
減
免
さ
れ
る
︒

　

な
お
︑
中
企
庁
で
は
７
月

８
日
よ
り
︑
中
企
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
適
用
手
続
き
等
の

詳
細
や
Ｑ
＆
Ａ
集
な
ど
を
掲

載
し
て
い
る
︒

り
︑
物
流
分
野
に
お
け
る
環

境
負
荷
の
低
減
︑
生
産
性
向

上
等
持
続
可
能
な
物
流
体
系

の
構
築
に
関
し
︑
顕
著
な
功

績
が
あ
っ
た
取
り
組
み
に
対

し
︑
大
臣
表
彰
・
局
長
級
表

彰
を
行
う
も
の
︒

　

対
象
と
な
る
取
り
組
み

は
︑
①
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減

等
の
環
境
負
荷
低
減
や
物
流

の
生
産
性
向
上
等
に
よ
り
︑

持
続
可
能
な
物
流
体
系
の
構

築
に
資
す
る
取
り
組
み
︑
②

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
も
踏
ま
え
て
︑

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

へ
の
﹁
取
引
条
件
の
し
わ
寄

せ
﹂を
防
止
す
る
と
と
も
に
︑

引
き
続
き
下
請
取
引
の
適
正

化
を
進
め
る
︑
②
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
付
加
価

値
向
上
の
取
組
や
︑
規
模
・

系
列
等
を
越
え
た
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
新
た

な
連
携
を
促
進
す
る
︱
︱
と

い
っ
た
施
策
に
取
り
組
む
こ

と
を
自
主
的
に
宣
言
す
る
同

宣
言
の
枠
組
み
等
が
確
認
さ

れ
た
︒

　

経
産
省
で
は
６
月
上
旬
か

ら
賛
同
す
る
企
業
に
対
し
︑

同
宣
言
の
作
成
・
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
へ
の
提
出
を
呼
び
か

け
て
き
た
︒
７
月
８
日
ま
で

に
提
出
さ
れ
た
同
宣
言
は
66

社
分
と
な
っ
て
い
る
︒

　

経
産
省
で
は
︑
本
年
度
下

期
の
取
引
条
件
が
固
ま
る
８

月
に
向
け
︑
各
業
界
の
協
力

を
得
な
が
ら
各
企
業
に
対
し

て
同
宣
言
公
表
を
働
き
か
け

て
い
く
︒

荷
主
と
物
流
事
業
者
︑
荷
主

同
士
︑
物
流
事
業
者
同
士
の

協
働
な
ど
の
複
数
事
業
者
が

連
携
し
た
取
り
組
み
︱
︱
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
取
り

組
み
︒
募
集
期
間
は
８
月
25

日
㈫
ま
で
（
消
印
有
効
）︒

　

応
募
に
関
す
る
詳
細
は
︑

グ
リ
ー
ン
物
流
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
の
こ
と
︒

経 産 省

経 産 省

表 「事業用自動車総合安全プラン 2020」目標値と令和元年の実績
交通事故
死者数

交通事故
件数

飲酒運転
事故件数

目標値 235 人以下
（200 人以下）

23,100 件以下
（12,500件以下）

ゼロ
（ゼロ）

令和元年
実績

333 人
（271人）※

27,884 件
（15,606 件）※

56 件
 （48 件）※

注：（　）はトラックにおける数値。※軽を含む

次
期
プ
ラ
ン
策
定
に
向
け　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
検
討
を
実
施

「
事
業
用
自
動
車
に
係
る
総
合
的

安
全
対
策
検
討
委
員
会
」
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中
部
ト
ラ
ッ
ク
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

中
部
ト
ラ
ッ
ク
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

「
初
任
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
」
密
着
リ
ポ
ー
ト

「
初
任
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
」
密
着
リ
ポ
ー
ト

の
う
ち
の
１
つ
で
あ
る
︑
愛

知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
運
営

す
る
中
部
ト
ラ
ッ
ク
総
合
研

修
セ
ン
タ
ー
（
愛
知
県
み
よ

し
市
）
で
実
施
し
て
い
る
特

別
研
修
﹁
初
任
ド
ラ
イ
バ
ー

研
修
﹂（
３
泊
４
日
）
に
密

着
取
材
し
︑
研
修
の
特
徴
な

ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
︒

し
て
の
安
全
な
運
転
方
法
の

指
導
に
20
時
間
以
上
費
や
す

よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
︑
同
セ
ン
タ
ー
で
の
研

修
と
は
別
に
︑
告
示
に
基
づ

い
た
指
導
︵
表
１
※
参
照
︶

を
各
事
業
者
内
で
実
施
し
た

上
で
︑
実
施
記
録
を
残
す
必

要
が
あ
る
の
で
︑
注
意
が
必

要
と
な
る
︒

　

実
車
を
使
っ
た
運
転
研
修

を
自
社
内
で
行
う
こ
と
は
で

き
て
も
︑
座
学
教
育
の
ノ
ウ

ハ
ウ
に
乏
し
い
中
小
運
送
事

業
者
は
少
な
く
な
い
︒
ま
た
︑

初
任
ド
ラ
イ
バ
ー
の
指
導
に

人
材
や
時
間
を
割
く
こ
と
の

で
き
な
い
中
小
運
送
事
業
者

も
あ
る
だ
ろ
う
︒
中
小
運
送

事
業
者
が
採
用
し
た
初
任
ド

ラ
イ
バ
ー
を
い
ち
早
く
戦
力

化
し
て
い
く
た
め
に
は
︑
同

セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
︑
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
育
成
に

特
化
し
た
研
修
施
設
を
活
用

す
る
こ
と
が
︑
最
も
効
果
的

だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
︒

　

な
お
︑
同
研
修
の
定
員
は

15
人
で
︑
同
制
度
を
利
用
し

て
受
講
す
る
際
に
は
事
前
に

所
属
の
都
道
府
県
ト
協
に
確

認
を
し
た
上
で
︑
同
セ
ン
タ

ー
に
研
修
予
約
申
し
込
み
を

行
う
必
要
が
あ
る
︒
愛
知
県

ト
協
の
担
当
者
に
よ
る
と
︑

同
研
修
は
事
業
者
か
ら
の
受

講
申
し
込
み
が
多
く
︑
早
々

に
定
員
に
達
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
た
め
︑
受
講
の
際

に
は
早
め
の
申
し
込
み
を
呼

び
か
け
て
い
る
︒

　

同
研
修
で
使
用
す
る
車
両

は
︑
大
型
ト
レ
ー
ラ
（
セ
ミ

オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
）︑
大
型

車
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
）︑
中
型

　

全
ト
協
が
実
施
し
て
い
る

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
等
安
全
教
育

訓
練
促
進
助
成
制
度
﹂
は
︑

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

会
員
事
業
者
が
︑
全
ト
協
が

指
定
す
る
研
修
施
設
に
自
社

の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
ま

た
は
安
全
運
転
管
理
者
等
を

派
遣
し
︑
所
定
の
研
修
を
受

講
さ
せ
た
場
合
に
︑
そ
の
費

用
の
全
額
ま
た
は
一
部
に
つ
い

て
助
成
を
行
う
も
の
で
あ
る

︵
詳
細
５
面
︶︒

　

助
成
対
象
と
な
る
研
修

は
︑
２
泊
３
日
も
し
く
は
３

泊
４
日
で
実
施
す
る
﹁
特
別

研
修
﹂
と
︑
１
泊
２
日
で
実

施
す
る
﹁
一
般
研
修
﹂
の
２

種
類
が
あ
り
︑
そ
れ
ぞ
れ
特

定
研
修
施
設
（
全
国
２
か

所
）︑
指
定
研
修
施
設
・
研

修
所
（
全
国
２
か
所
）︑
同

・
教
習
所
（
全
国
12
か
所
）

で
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

な
お
︑
研
修
の
日
程
や
内
容

に
つ
い
て
は
各
研
修
施
設
に

よ
っ
て
異
な
る
た
め
︑
受
講

申
し
込
み
に
際
し
て
は
事
前

の
確
認
が
必
要
で
あ
る
︒

　

今
回
は
︑
特
定
研
修
施
設

が
担
当
す
る
た
め
︑
よ
り
専

門
的
な
話
を
︑
初
任
ド
ラ
イ

バ
ー
で
も
分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
く
れ
る
︒

　

受
講
生
か
ら
は
︑﹁
専
門

家
の
先
生
か
ら
︑
社
内
で
は

聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う

な
貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
︒
こ
の
研
修
で

学
ん
だ
こ
と
を
︑
今
後
の
仕

事
に
し
っ
か
り
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
﹂
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
た
︒

　

と
こ
ろ
で
︑同
研
修
は
﹁
宿

泊
コ
ー
ス
﹂と﹁
通
い
コ
ー
ス
﹂

か
ら
選
択
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
︒
愛
知
県
内

な
ど
近
隣
に
在
住
し
て
い
る

受
講
生
は
︑
４
日
間
自
宅
か

ら
通
う
こ
と
が
で
き
る
︒
一

方
︑
愛
知
県
外
か
ら
同
セ
ン

タ
ー
に
受
講
に
来
る
人
も
少

な
く
な
い
た
め
︑
宿
泊
棟
に

滞
在
し
な
が
ら
４
日
間
受
講

す
る
﹁
宿
泊
コ
ー
ス
﹂
も
設

け
ら
れ
て
い
る
︒
１
日
目
の

車
（
同
）︑準
中
型
車
（
同
）

で
︑
研
修
受
講
の
際
に
乗
車

す
る
車
両
に
よ
っ
て
研
修
受

講
料
が
異
な
る
︒

　

同
研
修
を
は
じ
め
と
し
た

特
別
研
修
の
場
合
︑
同
制
度

を
利
用
す
る
と
︑
受
講
料
の

７
割
が
全
ト
協
か
ら
助
成
さ

れ
る
（
安
全
性
優
良
事
業
所

﹇
Ｇ
マ
ー
ク
﹈
認
定
事
業
所

の
場
合
は
全
額
助
成
）︒
同

研
修
の
受
講
料
と
︑
同
制
度

を
利
用
し
た
場
合
の
助
成
額

は
表
２
の
通
り
で
︑
運
送
事

業
者
の
費
用
負
担
が
大
幅
に

軽
減
さ
れ
る
︒

　

本
紙
で
は
︑
６
月
９
日
㈫

~
12
日
㈮
に
同
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
研
修
に
同
行
取
材

し
た
︒
こ
こ
か
ら
は
︑
実
際

の
同
研
修
の
様
子
に
つ
い
て

紹
介
す
る
︒

　

今
回
同
研
修
に
参
加
し
た

の
は
11
人
で
︑
受
講
生
の
平

均
年
齢
は
お
よ
そ
40
歳
︒
最

年
少
は
18
歳
︑
最
高
齢
は
50

歳
代
と
︑
年
齢
に
比
較
的
幅

が
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
︒

な
お
︑
11
人
の
受
講
生
の
う

ち
︑５
人
が
業
界
未
経
験
者
︑

６
人
が
同
業
他
社
か
ら
の
転

職
組
で
あ
る
︒

　

初
日
（
６
月
９
日
）
は
朝

８
時
50
分
の
受
付
の
後
︑
９

時
か
ら
﹁
運
転
者
の
心
構

え
﹂︑
同
セ
ン
タ
ー
内
の
食
堂

で
の
昼
食
を
は
さ
み
︑
午
後

は
﹁
交
通
事
故
に
関
わ
る
心

理
的
要
因
お
よ
び
対
処
方

法
﹂
に
関
す
る
講
義
が
行
わ

れ
る
︒
講
義
は
外
部
の
専
門

機
関
か
ら
派
遣
さ
れ
た
講
師

座
学
が
終
わ
る
と
︑
宿
泊
コ

ー
ス
の
受
講
生
は
同
セ
ン
タ

ー
内
の
食
堂
で
夕
食
を
と

り
︑
明
日
に
向
け
て
英
気
を

養
う
︒
一
方
︑
通
い
コ
ー
ス

の
受
講
生
は
帰
宅
し
︑
自
宅

な
ど
で
夕
食
を
と
る
こ
と
に

な
る
（
夜
間
研
修
の
あ
る
３

日
目
を
除
く
）︒

　

宿
泊
コ
ー
ス
の
受
講
生
が

滞
在
す
る
宿
泊
室
（
26
室
）

は
︑
バ
ス
・
ト
イ
レ
・
テ
レ

ビ
付
き
の
シ
ン
グ
ル
ル
ー
ム

で
︑
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
︒
風
呂
に
は
シ
ャ
ン

プ
ー
や
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
︑
バ
ス

タ
オ
ル
な
ど
も
備
え
ら
れ
て

い
る
︒
ま
た
︑
館
内
に
は
パ

ン
や
お
菓
子
︑
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
な
ど
の
自
動
販
売
機
も

あ
る
ほ
か
︑
談
話
室
も
設
け

ら
れ
て
い
る
︒

　

２
日
目
（
６
月
10
日
）
は

９
時
か
ら
﹁
労
働
災
害
防
止

対
策
﹂︑
昼
食
を
は
さ
ん
で

13
時
か
ら
﹁
日
常
点
検
の
実

施
方
法
お
よ
び
車
両
の
構

造
﹂︑
15
時
か
ら
は
﹁
健
康

管
理
の
重
要
性
﹂
に
関
す
る

講
義
が
行
わ
れ
た
︒
こ
の
日

は
︑
講
師
と
し
て
ト
ラ
ッ
ク

メ
ー
カ
ー
や
保
健
師
な
ど
が

招
か
れ
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し

て
必
要
と
な
る
専
門
知
識
を

分
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
︒

　

こ
の
日
は
１
日
中
講
義
が

続
い
た
が
︑
受
講
生
は
興
味

深
そ
う
に
講
師
の
話
に
耳
を

傾
け
︑
一
生
懸
命
メ
モ
を
取

っ
て
い
た
︒
外
部
講
師
に
よ

る
専
門
的
な
講
義
を
受
け
︑

ち
ょ
っ
と
し
た
疑
問
を
外
部

講
師
に
聞
け
る
よ
う
な
機
会

を
︑
運
送
事
業
者
自
身
で
設

定
す
る
の
は
簡
単
で
は
な
い

だ
ろ
う
︒
少
人
数
で
行
わ
れ

る
こ
の
よ
う
な
研
修
だ
か
ら

こ
そ
︑
受
講
生
は
集
中
し
て

話
を
聞
い
て
︑
専
門
家
に
質

問
す
る
こ
と
が
で
き
︑
そ
し

て
教
わ
っ
た
内
容
を
効
果
的

に
自
分
の
も
の
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
︒

　

３
日
目
（
６
月
11
日
）
は

午
前
中
に
︑﹁
初
任
診
断
﹂（
２

時
間
）
が
行
わ
れ
た
︒

　

ま
ず
︑
管
理
研
修
棟
の
２

階
で
︑﹁
Ｓ
Ａ
Ｓ
７
０
０
﹂（
安

全
運
転
自
己
診
断
）
や
﹁
Ｋ

２
﹂（
運
転
適
性
検
査
）︑
そ

し
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実

施
す
る
た
め
の
問
診
票
に
記

入
︒
そ
の
後
︑
同
棟
の
３
階

に
移
動
し
︑
最
新
鋭
の
機
械

に
よ
る
様
々
な
測
定
を
行
っ

た
︒

　

管
理
研
修
棟
の
３
階
は
適

性
診
断
の
た
め
の
フ
ロ
ア
と

さ
れ
︑
受
講
生
の
運
転
特
性

を
見
極
め
る
た
め
の
Ｃ
Ｒ
Ｔ

・
ナ
ス
バ
ネ
ッ
ト
ル
ー
ム
や
︑

視
覚
検
査
ル
ー
ム
︑
そ
し
て

運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
２
台

配
置
し
て
い
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
ル
ー
ム
な
ど
で
構
成
さ

れ
て
い
る
︒

　

初
任
診
断
の
結
果
を
受
け

て
実
施
さ
れ
る
﹁
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
﹂
は
︑
自
分
で
は
気

づ
か
な
か
っ
た
考
え
方
や
こ

だ
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
知
る

　

昼
食
後
は
こ
れ
ま
で
の
管

理
研
修
棟
か
ら
場
所
を
移

し
︑
実
技
研
修
棟
や
屋
内
実

技
練
習
場
︑
そ
し
て
運
転
練

習
コ
ー
ス
を
使
っ
て
の
﹁
実
技

・
実
習
﹂が
ス
タ
ー
ト
す
る
︒

　

実
技
・
実
習
の
ポ
イ
ン
ト

は
︑
①
貨
物
自
動
車
の
運
転

者
に
必
要
な
基
礎
知
識
の
習

得
︑
②
運
転
の
基
本
に
立
ち

返
り
︑
安
全
意
識
の
向
上
︱

︱
の
２
点
︒
な
か
で
も
特
に

重
要
な
の
は
︑﹁
プ
ロ
ド
ラ
イ

と
と
も
に
︑
そ
れ
に
適
切
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
で
安
全

性
の
高
い
運
転
操
作
を
目
指

す
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
︒

適
性
診
断
の
結
果
を
個
々
に

確
認
し
て
も
ら
っ
た
上
で
︑

今
後
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
仕

事
を
長
く
続
け
て
い
く
た
め

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
行
わ
れ
た
︒

　

ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
終
え

て
の
受
講
生
の
感
想
を
聞
く

と
︑﹁
客
観
的
に
自
分
の
特

徴
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
﹂︑﹁
自
分
で
は
分
か
っ
て

い
る
つ
も
り
で
し
た
が
︑
さ

ら
に
深
く
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
﹂
な
ど
︑
自
分
自
身

を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ

た
よ
う
だ
︒
ま
た
︑﹁
自
分

自
身
の
癖
を
知
る
こ
と
で
事

故
に
繋
が
ら
な
い
か
と
不
安

も
出
て
き
ま
し
た
が
︑﹃
自

分
で
気
を
付
け
な
け
れ
ば
﹄

と
︑
改
め
て
気
を
引
き
締
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
﹂
な

ど
と
い
っ
た
感
想
も
寄
せ
ら

れ
た
︒

バ
ー
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
︑

積
荷
に
優
し
い
運
転
を
身
に

付
け
る
﹂
こ
と
で
あ
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
す
る
に

際
し
て
は
︑
ま
ず
自
動
車
教

習
所
に
通
い
︑
必
要
と
な
る

運
転
免
許
を
取
得
す
る
︒
こ

の
研
修
の
受
講
生
も
︑
既
に

運
転
免
許
を
取
得
し
て
お

り
︑
当
然
運
転
操
作
を
問
題

な
く
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
︒

し
か
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転

で
き
る
だ
け
で
は
ま
だ
﹁
プ

「
講
義
」と「
実
技
・
実
習
」の
２
本
柱
で「
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
」を
育
成

「
講
義
」と「
実
技
・
実
習
」の
２
本
柱
で「
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
」を
育
成

特
定
研
修
施
設
な
ら
で
は
の
体
験
を
通
じ
て　

安
全
へ
の
意
識
を
高
め
る

特
定
研
修
施
設
な
ら
で
は
の
体
験
を
通
じ
て　

安
全
へ
の
意
識
を
高
め
る

「
特
定
研
修
施
設
」
と
し
て
研
修
内
容
を
充
実

愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・
中
部
ト
ラ
ッ
ク
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

密
度
の
高
い
３
泊
４
日
の
研
修

Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
は
受
講
料
が
全
額
助
成
に

最
新
鋭
の
機
械
で
受
講
生
の
運
転
特
性
を
見
極
め

運
転
へ
の
注
意
を
促
す
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」

「
積
荷
に
優
し
い
」
運
転
操
作
の
習
得
を
目
指
し
て

チ
ー
ム
制
で
進
め
ら
れ
る
「
実
技
・
実
習
」

外
部
講
師
が
専
門
知
識
を
分
か
り
や
す
く
説
明

受
講
者
の
理
解
を
深
め
る
「
講
義
」

▶全ト協助成制度活用事例特集◀▶全ト協助成制度活用事例特集◀
②ドライバー等安全教育訓練促進助成制度

　

同
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て

い
る
﹁
初
任
ド
ラ
イ
バ
ー
研

修
﹂
は
︑
国
土
交
通
省
に
よ

る
﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

者
が
運
転
者
に
対
し
て
行
う

指
導
及
び
監
督
の
指
針
﹂
で

定
め
ら
れ
た
︑
初
任
運
転
者

に
対
す
る
特
別
な
指
導
項
目

（
一
部
を
除
く
）
に
対
応
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い

る
︒
具
体
的
な
時
間
割
は

表
１
の
通
り
と
な
っ
て
お
り
︑

新
た
に
ド
ラ
イ
バ
ー
を
雇
用

し
た
際
に
実
施
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
指
導
・
監
督
に
関

す
る
内
容
が
網
羅
さ
れ
︑
密

度
の
高
い
内
容
に
な
っ
て
い

る
︒

　

研
修
初
日
か
ら
３
日
目
の

午
前
中
ま
で
行
わ
れ
る
﹁
講

義
﹂（
15
時
間
）
で
は
︑
外

部
か
ら
専
門
講
師
を
招
き
︑

運
転
者
の
心
構
え
や
車
両
の

構
造
︑
日
常
点
検
の
実
施
方

法
︑
労
働
災
害
防
止
対
策
︑

健
康
管
理
の
重
要
性
な
ど
に

つ
い
て
講
義
を
受
け
る
︒﹁
初

任
診
断
ま
た
は
適
齢
診
断
﹂

（
２
時
間
）
に
続
き
︑
３
日

目
の
午
後
か
ら
は
実
車
を
使

用
し
て
の
﹁
実
技
・
実
習
﹂

（
13
時
間
）を
行
う
︒な
お
︑

同
指
針
で
は
︑
実
車
を
使
用

表１  時間割 ■は写真番号

１日目（研修時間：7.0 時間）

時間 項目

8:50 〜  9:00（  10 分） 受付

9:00 〜 12:00（180 分） 講義 運転者の心構え（初任運転者指導項目①②⑧⑪）1

12:00 〜 13:00（  60 分） 昼食

13:00 〜 15:00（120 分） 講義 交通事故に関わる心理的要因および対処方法
（初任運転者指導項目⑩）

15:00 〜 17:00（120 分） 講義 交通事故に関わる生理的要因および対処方法
（初任運転者指導項目⑩）

17:00 〜 18:00（  60 分） 夕食（宿泊者のみ）

２日目（研修時間：7.0 時間）

時間 項目

7:30 〜  8:15（  45 分） 朝食（宿泊者のみ）

9:00 〜 12:00（180 分） 講義 労働災害防止対策
（初任運転者指導項目③④⑤⑥）

12:00 〜 13:00（  60 分） 昼食

13:00 〜 15:00（120 分） 講義 日常点検の実施方法および車両の構造
（初任運転者指導項目②⑫）

15:00 〜 17:00（120 分） 講義 健康管理の重要性（初任運転者指導項目⑪）

17:00 〜 18:00（  60 分） 夕食（宿泊者のみ）

３日目（研修時間：9.0 時間）

時間 項目

7:30 〜  8:15（  45 分） 朝食（宿泊者のみ）

9:00 〜 11:00（120 分） 診断 初任診断または適齢診断 2 3 4

11:00 〜 12:00（  60 分） 講義 運転者の運転適性に応じた安全運転
（初任運転者指導項目⑨）

12:00 〜 13:00（  60 分） 昼食

13:00 〜 14:00（  60 分） 実技・実習 運転実技（日常点検） 5

14:00 〜 15:00（  60 分） 実技・実習 運転実技①【走行】ウォーミングアップコース 6

15:00 〜 16:00（  60 分） 実技・実習 運転実技②【走行】基本コース（練習）

16:00 〜 17:00（  60 分） 実技・実習 運転実技③【走行】基本コース（安全走行診断）

17:00 〜 18:00（  60 分） 夕食

18:00 〜 19:00（  60 分） 実技・実習 夜間走行時の注意点について【座学および実習】 7

19:00 〜 20:00（  60 分） 実技・実習 運転実技④（夜間研修）
【走行および実習】夜間コース 8 9 �

４日目（研修時間：7.0 時間）

時間 項目

7:30 〜  8:15（  45 分） 朝食（宿泊者のみ）

9:00 〜 10:00（  60 分） 実技・実習 運転実技（日常点検） � �

10:00 〜 11:00（  60 分） 実技・実習 運転実技⑤【走行】左折コース �

11:00 〜 12:00（  60 分） 実技・実習 運転実技⑥【走行】右折コース

12:00 〜 13:00（  60 分） 昼食

13:00 〜 14:00（  60 分） 実技・実習 貨物自動車の特性の再確認【実習】 �

14:00 〜 15:00（  60 分） 実技・実習 運転実技⑦【走行】ブレーキ訓練コース �

15:00 〜 16:00（  60 分） 実技・実習 運転実技⑧【走行】基本コース（練習）

16:00 〜 17:00（  60 分） 実技・実習 運転実技⑨【走行】基本コース（安全走行診断）

17:00 〜 受講報告書作成・修了証授与 �

※ 以下の内容については本研修では実施しないため、国交省告示に基づいた指導を各事業者で実施し、記
録を残す必要がある。

・指導項目④「貨物の正しい積載方法」の「積載方法」について実車を用いた指導
・指導項目⑥「危険物を運搬する場合に留意すべき事項」について該当する事業者
・指導項目⑦「適切な運行の経路及び当該経路における道路及び交通の状況」についての指導

表2  中部トラック総合研修センター「初任ドライバー研修」
受講料と同制度助成額・助成利用時の事業者負担額

研修受講料

G マーク認定事業所 G マーク認定事業所以外

全ト協助成額
（全額助成）

助成利用時の
事業者負担額

全ト協助成額
（受講料の 7
割を助成）

助成利用時の
事業者負担額

大型トレーラ 93,490 93,490 0 65,490 28,000

大型 93,490 93,490 0 65,490 28,000

中型 80,290 80,290 0 56,290 24,000

準中型※ 80,290 80,290 0 56,290 24,000

・研修受講料は税込価格。また、研修受講料には所定の宿泊代・食事代等を含む（所定の金額を超えるものは自己負担と
なる）

※中部トラック総合研修センターの「準中型」は、5 トン限定準中型免許不可

写
真
で
み
る
「
初
任
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
」
そ
の
①

「講義」（15時間）では、外部から招かれた講師
らが専門知識を分かりやすく説明する

「初任診断」（2時間）ではコンピュータ（CRT方
式）による運転適性診断を実施

市街地や夜間など様々な場面における運転操作
を体験できる運転シミュレータ

視覚検査ルームには、視力測定器（写真）のほ
か視野診断計なども備えられている

1

2

3

4

3泊4日で行われる「初任ドライバー研修」。実車を使用する「実技・実習」（13時間）では、イ
ンストラクターが添乗しての運転実技も実施

より実践的な走行訓練が可能な「運転練習コース」。まるで一般道を走行しているような環境
下で、運転操作を磨いていく

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
今
年
度

も
︑
運
送
事
業
者
の
健
全
な
発
展
に
資
す

る
各
種
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

本
特
集
で
は
︑
全
ト
協
に
よ
る
助
成
制
度

を
活
用
し
た
運
送
事
業
者
に
よ
る
事
例
等

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
や
安

全
運
転
管
理
者
等
に
対
す
る
安
全
教
育
訓

練
の
受
講
促
進
を
図
る
た
め
に
実
施
し
て

い
る
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
等
安
全
教
育
訓
練
促

進
助
成
制
度
﹂
に
よ
る
助
成
を
利
用
し
て

受
講
す
る
こ
と
の
で
き
る
︑
愛
知
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
（
寺
岡
洋
一
会
長
）
中
部
ト
ラ

ッ
ク
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
﹁
初
任
ド
ラ
イ

バ
ー
研
修
（
特
別
研
修
・
３
泊
４
日
）﹂

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
︒
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昼
間
に
比
べ
て
危
険
性
の
高
い
「
夜
間
走
行
」

実
体
験
を
通
じ
て
「
夜
の
怖
さ
」
を
知
る

「
見
え
て
い
る
は
ず
の
も
の
が
見
え
て
い
な
い
」

右
・
左
折
時
の
よ
り
慎
重
な
安
全
確
認
を
訴
え

「
無
事
故
・
無
違
反
」
を
目
標
に

安
全
性
向
上
へ
の
取
り
組
み
継
続
を
誓
う

々
の
日
常
点
検
の
重
要
性
に

つ
い
て
触
れ
た
後
で
︑
タ
イ

ヤ
の
点
検
を
中
心
に
研
修
を

実
施
︒
特
に
︑
近
年
大
型
ト

ラ
ッ
ク
の
車
輪
脱
落
事
故
が

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
︑
①
﹁
規
定
の
締
付
ト
ル

ク
で
確
実
な
締
め
付
け
を
﹂︑

②
﹁
締
め
付
け
後
は
初
期
な

じ
み
に
よ
っ
て
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ

ト
の
締
付
力
が
低
下
す
る
た

め
︑
増
し
締
め
の
実
施
を
﹂︑

③
﹁
運
行
前
に
1
日
1
回
︑

全
て
の
ホ
イ
ー
ル
ボ
ル
ト
と

ナ
ッ
ト
の
確
認
を
﹂︑
④
﹁
ス

チ
ー
ル
ホ
イ
ー
ル
︑
ア
ル
ミ

　

３
日
目
の
夜
に
は
︑﹁
運

転
実
技
（
夜
間
研
修
）﹂
が

行
わ
れ
た
︒
こ
れ
は
︑
昼
間

と
夜
間
に
お
け
る
見
え
方
の

違
い
に
つ
い
て
︑
実
際
に
体

験
し
て
も
ら
う
た
め
に
行
う

も
の
で
あ
る
︒

　

ま
ず
︑
昼
間
と
夜
間
の
動

体
視
力
・
静
止
視
力
の
違
い

を
確
か
め
る
た
め
に
︑
視
力

測
定
を
実
施
す
る
︒
視
力
測

定
器
に
黒
い
布
を
か
ぶ
せ
︑

暗
い
状
態
で
の
視
力
を
測
定

し
た
︒
一
般
的
に
︑
夜
は
目

に
疲
れ
が
た
ま
り
︑
昼
間
に

比
べ
て
視
力
が
下
が
る
人
が

多
く
な
る
た
め
︑
夜
間
の
運

転
に
は
特
に
注
意
が
必
要
と

な
る
︒

　

続
い
て
︑
視
野
診
断
計
に

よ
る
測
定
を
行
っ
た
︒
年
齢

を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
よ
り
︑

視
野
が
少
し
ず
つ
狭
ま
っ
て

づ
ら
い
﹂
と
言
わ
れ
る
が
︑

具
体
的
に
視
界
の
範
囲
が
ど

の
程
度
あ
る
の
か
を
確
認
す

る
た
め
に
︑
準
中
型
車
と
大

型
車
の
左
側
方
に
ポ
ー
ル
を

立
て
︑
運
転
席
か
ら
ポ
ー
ル

が
何
本
見
え
る
か
を
確
か
め

た
︒
す
る
と
︑
準
中
型
車
で

は
車
両
に
近
い
場
所
に
立
っ

て
い
る
ポ
ー
ル
２
本
（
車
両

か
ら
２
㍍
離
れ
た
位
置
）
は

見
え
な
か
っ
た
が
︑
大
型
車

で
は
車
両
の
す
ぐ
脇
に
あ
る

も
の
も
含
め
て
︑
ポ
ー
ル
が

全
部
見
え
た
︒

　

大
型
車
に
は
死
角
を
補
う

ミ
ラ
ー
が
備
え
付
け
て
あ
る

た
め
︑
ミ
ラ
ー
の
向
き
が
適

切
で
あ
れ
ば
左
側
方
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
︒

で
は
︑
死
角
を
補
う
ミ
ラ
ー

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑

な
ぜ
事
故
は
起
こ
る
の
か
︒

そ
れ
は
︑﹁
見
え
て
い
る
は
ず

の
も
の
が
見
え
て
い
な
い
﹂︑

つ
ま
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確

認
不
足
が
一
因
だ
と
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
は
指
摘
し
た
︒

　

特
に
︑
ミ
ラ
ー
を
通
し
て

歩
行
者
や
自
転
車
︑
オ
ー
ト

バ
イ
な
ど
自
車
の
周
囲
に
あ

る
も
の
を
見
よ
う
と
す
る
と
︑

自
車
か
ら
の
距
離
︑
ま
た
自

転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
速
度

を
見
誤
り
や
す
い
︒
そ
の
た

ホ
イ
ー
ル
の
履
き
替
え
に
は
︑

そ
れ
ぞ
れ
適
合
す
る
ホ
イ
ー

ル
ボ
ル
ト
と
ナ
ッ
ト
の
使
用

を
﹂
︱
︱
な
ど
の
注
意
点
を

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
説
明

し
な
が
ら
︑
チ
ー
ム
ご
と
に

実
習
を
進
め
て
い
っ
た
︒

　

14
時
か
ら
の
﹁
運
転
実
技

（
走
行
）﹂
で
は
︑
ま
ず
練

習
走
行
で
各
車
両
の
運
転
操

作
を
経
験
し
た
上
で
︑
１
回

目
の
安
全
走
行
診
断
を
実

施
︒
受
講
生
た
ち
は
︑
そ
れ

ぞ
れ
真
剣
な
表
情
で
ハ
ン
ド

ル
を
握
っ
た
︒

く
る
と
い
わ
れ
て
い
る
︒
上

方
の
視
野
が
狭
く
な
る
と
信

号
や
道
路
標
識
を
見
落
と
し

や
す
く
な
り
︑
ま
た
左
右
の

視
野
が
狭
く
な
る
と
右
・
左

折
時
の
自
転
車
の
巻
き
込
み

や
飛
び
出
し
に
対
し
て
対
応

が
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
︒
特

に
︑
夜
間
は
暗
く
て
周
囲
が

見
え
づ
ら
く
な
る
た
め
︑
運

転
の
際
に
は
最
大
限
の
注
意

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

　

さ
ら
に
︑
運
転
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
で
夜
間
走
行
時
の
運
転

に
お
け
る
注
意
点
を
確
認
し

た
上
で
︑
薄
暮
の
運
転
練
習

コ
ー
ス
に
移
動
︒﹁
認
知
・

判
断
・
操
作
﹂
な
ど
の
ミ
ス

が
発
生
し
や
す
い
︑
事
故
に

繋
が
り
か
ね
な
い
状
況
を
実

車
で
体
験
す
る
こ
と
で
︑
夜

間
の
運
転
操
作
に
お
け
る
留

意
点
を
学
習
し
た
︒

め
︑﹁
右
・
左
折
の
際
に
は
︑

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
っ

か
り
と
確
認
し
︑
安
全
を
確

認
し
た
上
で
曲
が
る
﹂
こ
と

の
重
要
性
を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
は
訴
え
た
︒

　

そ
れ
に
続
き
︑
再
び
運
転

練
習
コ
ー
ス
に
出
て
︑﹁
ブ
レ

ー
キ
訓
練
﹂
を
行
っ
た
︒
こ

れ
は
︑
積
荷
の
な
い
ト
ラ
ッ

ク
を
時
速
40
㌔
㍍
で
運
転

中
︑
進
路
前
方
に
設
置
さ
れ

た
赤
信
号
が
点
灯
し
た
ら
ブ

レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
を
目
い
っ
ぱ
い

踏
み
込
み
︑
指
示
さ
れ
た
停

止
目
標
（
赤
信
号
を
点
灯
さ

せ
る
セ
ン
サ
ー
か
ら
20
㍍
︑

30
㍍
︑
40
㍍
の
場
所
に
パ
イ

ロ
ン
を
設
置
）
に
合
わ
せ
て

車
を
停
車
さ
せ
る
も
の
︒
人

間
の
能
力
の
限
界
や
速
度
に

よ
る
限
界
を
知
る
と
と
も

に
︑
安
全
速
度
お
よ
び
安
全

な
車
間
距
離
等
を
考
え
︑
ブ

レ
ー
キ
の
際
の
荷
崩
れ
防
止

の
た
め
の
運
転
操
作
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
行
う
も

の
で
あ
る
︒

　

車
両
の
停
止
距
離
は
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
が
赤
信
号
を
目
に

し
て
か
ら
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル

を
踏
む
ま
で
に
要
す
る
距
離

（
空
走
距
離
）
と
︑
ブ
レ
ー

キ
ペ
ダ
ル
を
踏
み
込
ん
で
か

ら
車
両
が
停
止
す
る
ま
で
の

間
に
走
行
す
る
距
離
（
制
動

距
離
）
と
の
和
で
算
出
さ
れ

る
︒
赤
信
号
を
認
知
し
て
か

ら
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
を
踏
み

込
む
ま
で
に
は
１
秒
ほ
ど
を

要
す
る
た
め
︑
空
走
距
離
は

11
㍍
と
な
る
︒
ま
た
︑
制
動

距
離
も
11
㍍
と
な
り
︑
停
止

距
離
は
22
㍍
と
な
る
︒
つ
ま

り
︑時
速
40
㌔
㍍
走
行
で
は
︑

40
㍍
と
30
㍍
の
停
止
目
標
に

合
わ
せ
て
車
を
停
車
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
る
が
︑
20
㍍
の

　

チ
ー
ム
ご
と
に
車
両
に
乗

り
込
み
︑
ま
ず
前
照
灯
の
照

射
範
囲
を
確
認
し
な
が
ら
周

回
走
行
を
実
施
し
た
︒ま
た
︑

薄
暗
い
路
上
に
立
っ
て
︑
色

に
よ
る
視
認
性
の
違
い
を
確

か
め
た
ほ
か
︑
対
向
車
の
強

い
ラ
イ
ト
を
直
視
し
た
後
に

　

最
終
日
と
な
る
４
日
目

（
６
月
12
日
）
は
︑﹁
交
通

ル
ー
ル
の
再
確
認
﹂
と
﹁
運

転
知
識
・
技
術
の
基
本
を
改

め
て
学
ぶ
﹂
を
テ
ー
マ
に
︑

実
技
・
実
習
を
進
め
て
い
っ

た
︒

　

こ
の
日
は
︑
普
段
の
乗
務

日
と
同
じ
よ
う
に
︑
ま
ず
ア

ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
︒

そ
の
後
の
運
行
前
点
検
で

は
︑
前
日
に
学
ん
だ
内
容
を

も
と
に
︑
受
講
生
が
一
人
ず

つ
点
検
作
業
を
行
っ
た
︒
受

講
生
の
う
ち
の
何
人
か
は
ス

ム
ー
ズ
に
作
業
を
進
め
ら
れ

ず
に
苦
心
し
て
お
り
︑
時
折

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
実
際

に
や
っ
て
見
せ
な
が
ら
︑
丁

寧
に
作
業
の
進
め
方
を
教
え

て
い
た
︒

　

そ
の
後
︑
交
差
点
の
右
・

左
折
走
行
の
反
復
練
習
に
入

目
標
に
は
止
ま
り
切
れ
な
い
︒

も
し
︑
実
際
の
運
行
中
︑
そ

の
距
離
の
場
所
に
先
行
車
が

止
ま
っ
て
い
れ
ば
︑
追
突
事

故
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ

る
︒
ま
た
︑
無
事
停
車
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
︑

ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
の
踏
み
込

み
が
強
す
ぎ
れ
ば
︑
荷
崩
れ

事
故
に
も
な
り
か
ね
な
い
︒

　

突
然
の
危
険
を
目
の
前
に

し
た
時
の
初
期
操
作
は
︑
ほ

ん
の
少
し
の
違
い
が
大
事
故

に
繋
が
り
か
ね
な
い
︒
そ
の

た
め
︑
ブ
レ
ー
キ
技
術
に
つ

　

運
転
実
技
終
了
後
︑
受
講

生
は
受
講
報
告
書
（
ア
ン
ケ

ー
ト
）
の
作
成
を
行
い
︑
そ

の
後
受
講
生
に
修
了
証
が
授

与
さ
れ
て
︑
研
修
は
終
了
し

た
︒
な
お
︑
助
成
を
受
け
る

会
員
事
業
者
は
︑
研
修
終
了

後
に
受
講
生
が
持
ち
帰
っ
て

き
た
修
了
証
と
受
講
報
告
書

を
受
領
の
上
︑
研
修
終
了
後

７
日
以
内
に
所
属
の
都
道
府

県
ト
協
に
提
出
す
る
必
要
が

あ
る
︒

　

同
研
修
を
受
講
し
た
感
想

に
つ
い
て
︑受
講
生
に
聞
い
た
︒

　
﹁
４
日
間
研
修
を
受
け
て
︑

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
︑

ま
た
知
っ
て
い
て
も
よ
く
分

か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
学
べ

て
︑
と
て
も
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
︒
こ
れ
か
ら
は
︑

研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
て
︑
無
事
故
・
無
違
反
で

運
転
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
﹂（
受
講
生
）

　
﹁
座
学
で
は
運
転
者
の
心

一
時
的
に
目
が
見
え
な
く
な

っ
て
し
ま
う﹁
幻
惑
現
象
﹂や
︑

対
向
す
る
２
台
の
車
の
両
ラ

イ
ト
に
照
ら
さ
れ
て
︑
そ
の

間
に
い
る
歩
行
者
や
自
転
車

の
姿
が
見
え
な
く
な
っ
て
し

ま
う
﹁
蒸
発
現
象
﹂
な
ど
を

体
験
し
た
︒

っ
た
︒
ま
ず
︑
全
ト
協
が
ま

と
め
た
交
通
事
故
統
計
分
析

結
果
を
示
し
た
上
で
︑﹁
交

差
点
に
お
け
る
左
折
死
亡
事

故
の
多
く
が
︑
大
型
車
に
よ

る
対
自
転
車
事
故
﹂︑﹁
交
差

点
に
お
け
る
右
折
死
亡
事
故

の
多
く
が
︑
中
・
大
型
車
に

よ
る
対
歩
行
者
事
故
﹂
で
あ

る
こ
と
を
説
明
︒
そ
の
上
で
︑

右
・
左
折
の
際
に
注
意
す
べ

き
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介

し
︑
実
車
で
の
運
転
実
技
を

通
じ
︑
法
令
に
従
っ
た
安
全

な
右
・
左
折
の
方
法
を
学
習

し
た
︒

　

昼
食
を
は
さ
ん
で
︑
午
後

は
ま
ず
屋
内
実
技
練
習
場
に

移
動
し
︑
実
車
を
使
っ
て
の

﹁
貨
物
自
動
車
の
特
性
の
再

確
認
﹂
を
行
っ
た
︒

　
﹁
大
型
車
で
は
︑
車
の
左

側
方
が
死
角
に
な
っ
て
見
え

い
て
自
分
の
限
界
等
を
知
り
︑

安
全
に
停
車
で
き
る
安
全
速

度
と
安
全
な
車
間
距
離
を
保

っ
て
走
行
す
る
こ
と
で
︑
荷

崩
れ
事
故
防
止
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
︒

　

最
後
に
︑
こ
の
日
の
研
修

内
容
を
踏
ま
え
た
上
で
︑
２

回
目
の
安
全
走
行
診
断
を
実

施
︒
そ
の
結
果
に
よ
る
と
︑

ほ
と
ん
ど
の
受
講
生
が
１
回

目
に
比
べ
て
２
回
目
の
方
が

安
全
性
の
高
い
走
行
が
で
き

て
い
た
と
い
う
︒

構
え
を
教
え
て
い
た
だ
き
︑

自
分
の
仕
事
の
危
険
さ
を
知

る
機
会
に
な
り
ま
し
た
︒
ま

た
︑
実
技
で
は
様
々
な
シ
チ

ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
安
全
に
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
︑
勉
強
に

な
り
ま
し
た
︒
今
後
仕
事
を

続
け
て
い
く
上
で
具
体
的
な

目
標
が
で
き
ま
し
た
﹂（
同
）

　
﹁
今
回
の
受
講
を
通
じ
て

多
く
の
知
識
を
学
べ
た
こ
と

で
︑
実
際
の
業
務
に
大
い
に

活
か
せ
る
と
感
じ
ま
し
た
︒

業
務
の
中
で
︑
い
ろ
い
ろ
な

面
で
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
活

用
し
て
い
き
︑
よ
り
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
と
安
全
性
の
高
い
仕

事
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
﹂（
同
）

　

初
任
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全

へ
の
意
識
を
飛
躍
的
に
高
め

る
同
研
修
︒
同
制
度
を
積
極

的
に
活
用
し
て
同
研
修
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
︑
自
社
の

さ
ら
な
る
輸
送
品
質
向
上
に

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
︒

ロ
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
﹂

と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
︒
同

セ
ン
タ
ー
で
は
同
研
修
に
つ

い
て
︑﹁
積
荷
を
安
全
に
運

ぶ
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
﹂
を
学
ん
で
も
ら
う
場

と
位
置
付
け
て
い
る
︒
つ
ま

り
︑
こ
の
研
修
は
﹁
高
品
質

な
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
の
で
き
る
︑
プ
ロ
ド

ラ
イ
バ
ー
を
育
成
す
る
た
め

の
研
修
﹂
な
の
で
あ
る
︒

　

例
え
ば
︑
自
動
車
教
習
所

で
教
習
を
受
け
る
際
に
は
︑

一
般
的
に
平
ボ
デ
ー
車
を
運

転
す
る
こ
と
が
多
い
︒
し
か

し
︑
物
流
の
現
場
で
は
ウ
イ

ン
グ
ボ
デ
ィ
や
バ
ン
ボ
デ
ィ
の

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
務
す
る
こ
と

の
方
が
多
い
だ
ろ
う
︒
同
研

修
で
は
︑
実
際
の
乗
務
に
近

い
形
で
実
技
訓
練
を
行
う
こ

と
で
︑﹁
積
荷
に
優
し
い
﹂

運
転
操
作
の
体
得
を
目
指
し

て
い
る
︒

　
﹁
受
講
生
の
皆
さ
ん
は
既

に
必
要
と
す
る
免
許
を
取
得

さ
れ
て
お
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
の

運
転
操
作
は
問
題
な
く
で
き

る
と
思
い
ま
す
︒
し
か
し
︑

ト
ラ
ッ
ク
の
特
性
を
理
解
し
︑

公
共
の
道
路
を
使
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
仕
事
を
し
て
い
く

プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
︑
よ
り
安
全
性
の

高
い
運
転
の
仕
方
を
身
に
付

け
て
い
た
だ
く
の
が
︑
本
研

修
の
最
大
の
目
的
で
す
︒
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
を
念
頭
に
置
い

た
ア
ド
バ
イ
ス
を
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
か
ら
受
け
︑
そ
れ

を
持
ち
帰
っ
て
実
際
の
業
務

の
中
で
活
か
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
︑
次
世
代
の
物
流
を

担
う
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
に
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
﹂（
安
藤
定
一
愛
知
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
常
務
理
事
）

　
﹁
実
技
・
実
習
﹂
は
︑
３

日
目
と
４
日
目
の
両
日
で
ワ

ン
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
︒

　

ま
ず
３
日
目
は
︑﹁
日
常

点
検
﹂
を
教
わ
っ
た
上
で
﹁
実

技
走
行
﹂を
行
う
︒
こ
の﹁
日

常
点
検
﹂
に
つ
い
て
は
︑
３

日
目
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

か
ら
の
説
明
を
受
け
︑
４
日

目
は
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上

で
︑
受
講
生
が
自
分
た
ち
で

そ
れ
ぞ
れ
日
常
点
検
を
進
め

て
い
く
︒
ま
た
︑﹁
実
技
走
行
﹂

に
つ
い
て
は
︑
３
日
目
・
４

日
目
そ
れ
ぞ
れ
に
﹁
安
全
走

行
診
断
﹂
の
時
間
が
設
け
ら

れ
て
い
る
︒
こ
こ
で
は
︑
運

転
記
録
表
を
使
用
し
︑
同
乗

す
る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

受
講
生
の
運
転
操
作
に
つ
い

て
評
価
を
行
う
︒
３
日
目
の

﹁
安
全
走
行
診
断
﹂
と
４
日

目
の
﹁
安
全
走
行
診
断
﹂
の

間
に
︑
受
講
生
は
右
・
左
折

の
仕
方
や
ブ
レ
ー
キ
訓
練
︑

ま
た
貨
物
自
動
車
の
特
性
の

再
確
認
な
ど
︑
運
転
の
際
に

気
を
付
け
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

を
学
習
︒
そ
の
上
で
︑
３
日

目
と
４
日
目
の
運
転
で
ど
の

よ
う
に
運
転
操
作
が
改
善
さ

れ
た
か
を
比
較
す
る
︒

　
﹁
実
技
・
実
習
﹂
は
︑
基

本
的
に
受
講
生
３
人
・
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
１
人
の
チ
ー

ム
制
で
進
め
ら
れ
る
︒
こ
れ

は
︑
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

チ
ー
ム
内
の
全
受
講
生
に
対

し
て
目
を
配
る
こ
と
が
で
き

る
と
と
も
に
︑
受
講
生
の
個

人
差
に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
可
能
に
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
︒

　
﹁
日
常
点
検
﹂
で
は
︑
ま
ず

﹁
車
両
の
異
状
を
い
ち
早
く

発
見
で
き
る
の
は
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
自
身
で
あ
る
﹂
と
︑
日

令和２年度
「ドライバー等安全教育訓練促進助成制度」のご案内

充実した施設と研修内容が魅力　中部トラック総合研修センター

　全日本トラック協会および各都道府県トラック協会では、トラックドライバー、安全
運転管理者等の安全教育訓練の受講を促進するため、安全教育訓練の受講に対して
助成を行っている。
　助成対象となる研修は、全ト協の指定を受けたものに限られる（対象研修施設、日
程、受講料、助成額などの詳細は、全ト協ホームページを参照のこと）。

【助成金額】 一般研修 １泊２日：１万円
 特別研修 ２泊３日：受講料の７割を助成
  （Ｇマーク認定事業所の場合は全額助成）
  ３泊４日：同上
【申請期間】 令和２年４月１日〜令和３年３月31日
【問い合わせ先】 申請内容について：各都道府県トラック協会
 事業内容について：全日本トラック協会　交通・環境部
 （☎︎03-3354-1045）

　愛知県トラック協会（寺岡洋一会長）が運営する中部ト
ラック総合研修センターは、平成３年４月に開設された。
　その後、時代にマッチした研修内容の充実を図るために
施設補完整備事業を実施。宿泊棟のシングルルームを再建
し、適性診断室や運転シミュレータなどの施設を配備した
管理研修棟が27年８月に完成したのに続き、28年３月に
は運転練習コース、実技研修棟、全天候型フォークリフト
コースが完成。さらに、屋内実技練習場も整備され、同年
11月にグランドオープンを果たしている。
　現在は、「新入社員向け」「一般向け」「リーダー・指
導者・管理職向け」「ベテランドライバー向け」など、それ
ぞれの職種や経験に合わせた多彩な研修が行われているほ
か、「物流大学校講座」、「物流安全管理士講座」も同セ
ンターで実施されている。

　「施設改修に伴い、運転練習コースを指定自動車教習所
と同様の法定仕様コースに刷新したことで、より実践的な
走行訓練ができるようになりました。また、管理研修棟に
は適性診断のための最新の機材を揃えているほか、愛知県
外など遠方からお越しいただく受講生のために、清潔で快
適に過ごすことのできる宿泊施設も完備し、快適に学んで
いただける環境を整えました。研修に集中して取り組むこ
とのできる当センターでの受講を通じて、より多くのドライ
バーの皆さんにスキルアップしていただきたいと願ってい
ます」（安藤定一愛知県ト協常務理事）
　なお、同センターは、東海地震や南海トラフ地震など大
規模災害発生時の緊急物資輸送拠点としての機能も併せ
持っている。

写
真
で
み
る
「
初
任
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
」
そ
の
②

３日目の「日常点検」では、点検の進め方につい
てインストラクターから指導を受ける

運転練習コースでの「運転実技」。助手席のイン
ストラクター㊧が丁寧にアドバイスを行う

対向車のライトによる「幻惑現象」なども体験し、
夜間走行時の注意点を学んだ

「夜間は周囲の見え方が昼間とは大きく変わる」
ことを、実際に路上に出て実感した

夜間研修時の視力測定。写真3とは異なり、機
械に布をかぶせて暗い状態での視力を測った

5

6

7

8

9

写
真
で
み
る
「
初
任
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
」
そ
の
③

最終日となる４日目の朝は、実際の乗務と同様に
アルコールチェックからスタート

インストラクターに見守られながら、前日に学んだ
「タイヤの点検」を１人ずつ実践

「貨物自動車の特性の再確認」では、ポールを立
てて左側方がどれだけ見えるかを確認

４日間の研修がすべて終了し、受講生には修了
証が授与された

事故が起こることの多い「交差点の右・左折」を
反復練習し、安全確認動作などを身に付けた

�

�

�

�

�

全ト協

「蒸発現象」では対向する２台の車の両ライトに照らされて、その間にいる歩行者（矢印）が
見えなくなってしまう

「ブレーキ訓練」。信号（写真右上）が点灯したらブレーキペダルを目いっぱい踏み込み、車両
が停止するまでにどれほどの距離が必要なのかを身をもって知った

コ
ラ
ム

�

�

宿泊室はバス・トイレ・テレビ付きのシングルルーム

清潔な雰囲気の食堂（管理研修棟1階）

平成28年11月にグランドオープンを果たした「中部トラック総合研修センター」
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㈲
大
原
運
送
（
大
原
伸
規

代
表
取
締
役
）
は
︑
昭
和
60

年
に
創
業
者
で
あ
る
大
原
康

男
氏
（
伸
規
氏
の
父
親
）
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
︒
同
社

は
︑
主
に
容
器
や
飲
料
︑
雑

貨
︑
化
学
品
︑
肥
料
な
ど
を

輸
送
し
て
い
る
︒

　

平
成
15
年
︑
康
男
氏
は
和

歌
山
県
議
会
議
員
に
立
候
補

し
︑
当
選
を
果
た
し
た
︒
し

か
し
︑
同
年
に
急
逝
し
て
し

ま
う
︒
そ
の
た
め
︑
康
男
氏

の
妻
で
︑
そ
れ
ま
で
31
年
間

教
師
を
し
て
い
た
大
原
貴
美

氏（
現
・
代
表
取
締
役
会
長
）

が
同
社
の
社
長
に
就
任
し
た

ほ
か
︑
大
学
を
卒
業
し
て
Ｉ

Ｔ
関
係
の
会
社
に
就
職
し
て

い
た
伸
規
氏
と
︑
姉
の
有
加

氏
が
同
社
に
入
社
し
︑
家
族

３
人
で
同
社
の
経
営
を
守
っ

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
︒

　

貴
美
氏
も
伸
規
氏
も
︑
そ

れ
ま
で
運
送
業
界
で
の
業
務

経
験
は
全
く
な
か
っ
た
︒
伸

規
氏
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
務

し
な
が
ら
︑
配
車
係
の
指
導

を
受
け
て
配
車
の
仕
方
を
学

ん
だ
︒
一
方
︑
貴
美
氏
は
︑

全
従
業
員
に
対
し
て
個
人
面

談
を
行
う
な
ど
︑
従
業
員
か

ら
の
意
見
や
要
望
に
積
極
的

に
耳
を
傾
け
た
︒

　
﹁
業
界
の
こ
と
を
何
も
知

ら
な
い
人
物
が
社
長
に
就
任

し
た
こ
と
で
︑不
安
を
感
じ
︑

当
社
を
辞
め
て
し
ま
う
従
業

員
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
し
た
︒私
は

﹃
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
会
社
を

作
り
た
い
﹄
と
の
思
い
で
︑

従
業
員
に
対
し
て
積
極
的
に

声
が
け
を
す
る
よ
う
に
心
が

け
ま
し
た
︒
そ
の
お
か
げ
で
︑

当
時
勤
務
し
て
い
た
従
業
員

は
み
ん
な
当
社
に
残
っ
て
く

れ
ま
し
た
﹂（
大
原
貴
美
会
長
）

　

貴
美
氏
の
社
長
就
任
１
年

目
の
あ
る
日
︑
同
社
の
ト
ラ

ッ
ク
が
玉
突
き
追
突
事
故
を

惹
起
し
た
︒
経
営
者
と
し
て

初
め
て
の
事
故
に
直
面
し
︑

貴
美
氏
は
﹁
自
分
が
当
社
の

最
高
責
任
者
な
の
だ
か
ら
︑

適
切
に
事
故
処
理
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
の
重

圧
感
に
襲
わ
れ
た
と
い
う
︒

し
か
し
︑
同
社
と
交
流
の
あ

っ
た
他
社
の
社
長
た
ち
の
お

か
げ
で
︑
な
ん
と
か
無
事
に

事
故
を
処
理
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
︒

　
﹁
周
り
の
方
々
に
助
け
ら

れ
︑
難
局
を
乗
り
越
え
ら
れ

れ
た
﹄
か
ら
こ
そ
︑
今
の
当

社
が
あ
る
の
だ
と
痛
感
し
て

い
ま
す
﹂（
貴
美
会
長
）

ラ
イ
バ
ー
へ
の
声
が
け
を
積

極
的
に
行
い
︑
安
全
へ
の
意

識
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
の
で
あ
る
︒

　

実
際
に
毎
日
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
へ
の
声
が
け
を
行
っ
て
い
る

配
車
係
の
山
名
敏
也
さ
ん
は
︑

﹁
仕
事
に
対
す
る
過
度
な
緊

張
や
ス
ト
レ
ス
は
︑
思
わ
ぬ

事
故
の
も
と
と
な
り
ま
す
︒

私
は
ド
ラ
イ
バ
ー
出
身
で
あ

り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ
と

り
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
︑

悩
み
な
ど
を
積
極
的
に
聞
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
﹂
と
語

り
︑
事
務
員
の
仲
河
和
美
さ

ん
は
﹁
乗
務
前
や
乗
務
後
に

い
た
こ
と
も
あ
っ
て
︑
か
つ
て

は
校
則
違
反
を
犯
し
た
生
徒

を
叱
る
︑
ま
る
で
生
徒
指
導

の
よ
う
な
﹁
責
め
﹂
の
面
談

が
行
わ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た

と
い
う
︒
し
か
し
︑
こ
の
よ

う
に
﹁
ミ
ス
を
し
た
ら
︑
学

校
の
先
生
に
叱
ら
れ
る
﹂
よ

う
な
状
態
が
続
く
と
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
ミ
ス
が
報
告
さ

れ
な
く
な
っ
て
情
報
共
有
が

で
き
な
く
な
り
︑
事
故
の
発

生
に
も
繋
が
り
か
ね
な
い
︒

　

そ
の
た
め
︑
現
在
は
﹁
報

連
相
（
報
告
・
連
絡
・
相

談
）﹂
を
大
切
に
す
る
と
と

も
に
︑
も
し
事
故
が
発
生
し

た
際
に
も
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
を

﹁
責
め
る
﹂
の
で
は
な
く
﹁
ケ

ガ
し
て
い
な
い
？
﹂
と
優
し

く
声
を
か
け
る
よ
う
に
し

た
︒
そ
の
後
︑
適
切
な
教
育

を
行
う
と
と
も
に
他
の
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
情
報
共
有
を
行

い
︑
同
じ
よ
う
な
事
故
を
二

度
と
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し

て
い
く
よ
う
に
改
善
し
た
︒

　

同
社
で
は
︑従
業
員
を
﹁
責

め
る
﹂
面
談
か
ら
脱
却
し
︑

従
業
員
を
優
し
く
育
ん
で
い

く
こ
と
で
︑
事
故
防
止
に
繋

げ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

運
転
操
作
が
可
能
と
な
る
と

い
う
副
次
効
果
も
生
ま
れ
る

の
で
す
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
繋
が

る
と
と
も
に
︑
事
故
防
止
効

果
も
期
待
で
き
る
た
め
︑
新

車
導
入
の
際
に
は
乗
務
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
の
希
望
を
最
優

先
に
し
て
い
ま
す
﹂（
伸
規

社
長
）

　

な
お
︑
同
社
で
は
こ
こ
数

年
社
員
募
集
を
行
っ
て
い
な

い
と
い
う
︒
従
業
員
の
離
職

率
が
低
い
こ
と
も
あ
る
が
︑

業
務
が
拡
大
し
て
い
く
中
で

従
業
員
が
新
し
い
ド
ラ
イ
バ

ー
を
紹
介
し
続
け
て
く
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
︒

　

同
社
で
は
︑
業
容
の
拡
大

と
と
も
に
若
手
ド
ラ
イ
バ
ー

も
増
加
傾
向
に
あ
り
︑﹁
若

手
ド
ラ
イ
バ
ー
の
育
成
・
教

育
﹂
が
目
下
の
課
題
で
あ
る

と
い
う
︒
若
手
ド
ラ
イ
バ
ー

は
経
験
が
浅
い
た
め
︑
ち
ょ

っ
と
し
た
ミ
ス
や
事
故
を
起

こ
し
や
す
い
︒
そ
の
た
め
︑

今
後
若
手
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の

教
育
に
つ
い
て
も
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
︒

　
﹁
安
全
へ
の
取
り
組
み
は

﹃
し
過
ぎ
る
﹄
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
︒﹃
具
体
的

に
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
分

　

同
社
に
は
そ
の
他
に
も
安

全
に
関
す
る
様
々
な
掲
示
物

が
掲
出
さ
れ
て
い
る
が
︑
そ

こ
に
も
貴
美
氏
や
伸
規
氏
か

ら
の
﹁
事
故
に
気
を
付
け
る

よ
う
に
﹂
と
い
う
温
か
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
記
さ
れ
て
い
る
︒

業
担
当
に
伝
え
る
が
︑
そ
の

後
は
ド
ラ
イ
バ
ー
と
営
業
担

当
が
直
接
話
し
合
っ
て
︑
車

を
導
入
し
て
い
る
と
い
う
︒

　
﹁
安
全
機
能
が
充
実
し
た

新
型
車
を
積
極
的
に
導
入
す

る
こ
と
で
︑
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
︒
一
方
で
︑
ピ
カ
ピ
カ
の

新
車
が
与
え
ら
れ
た
ド
ラ
イ

バ
ー
は
︑
日
々
手
入
れ
を
欠

か
さ
ず
に
行
い
︑
乗
務
の
際

も
自
分
の
車
両
に
優
し
い
運

転
を
行
う
よ
う
に
な
り
︑
車

両
に
優
し
い
安
全
性
の
高
い

か
ら
な
い
﹄
と
思
わ
れ
て
い

る
事
業
者
の
方
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
︒
当
社
で
は
︑

22
年
度
に
安
全
性
優
良
事
業

所
（
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
）
と

な
り
︑
以
降
毎
回
認
定
を
更

新
し
続
け
て
き
ま
し
た
︒
Ｇ

マ
ー
ク
認
定
へ
の
取
り
組
み

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
︑

自
社
の
課
題
が
見
え
︑
次
に

何
を
行
え
ば
い
い
の
か
が
分

か
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
︒

今
後
も
高
い
安
全
性
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
︑
経
営
者

と
し
て
情
報
収
集
を
重
ね
な

が
ら
︑
安
全
へ
の
取
り
組
み

を
一
段
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
﹂（
伸
規
社
長
）

︵
取
材
協
力
︶
㈲
大
原
運
送

　

大
原
貴
美
代
表
取
締
役
会

長
、
大
原
伸
規
代
表
取
締
役

ま
し
た
︒
従
業
員
や
同
業
他

社
の
経
営
者
の
皆
様
な
ど

﹃
人
に
愛
さ
れ
て
︑
助
け
ら

　

同
社
が
ま
ず
大
事
に
し
て

い
る
の
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
の﹁
声
が
け
﹂で
あ
る
︒

事
故
防
止
は
︑
個
々
の
ド
ラ

イ
バ
ー
の
取
り
組
み
だ
け
で

成
し
え
る
も
の
で
は
な
く
︑

配
車
係
や
事
務
員
︑
そ
し
て

経
営
者
な
ど
︑
事
業
所
で
働

く
す
べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
が
心
を

ひ
と
つ
に
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
︒
一
方

で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
日
々

忙
し
く
仕
事
に
追
わ
れ
る
中

で
︑
安
全
の
重
要
性
を
お
ろ

そ
か
に
し
て
し
ま
い
が
ち
で

あ
る
︒
そ
こ
で
同
社
で
は
︑

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
ド

毎
日
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
の
表

情
や
顔
色
を
見
て
い
る
と
︑

た
ま
に
﹃
今
日
は
い
つ
も
と

は
違
う
﹄
と
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
︒
そ
の
際
に
は
︑

﹃
体
調
は
大
丈
夫
か
﹄︑﹃
な

に
か
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ

と
は
な
い
か
﹄
な
ど
︑
積
極

的
に
声
が
け
を
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
﹂
と
︑
そ
の
コ

ツ
を
語
る
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
と
配
車
係
︑

事
務
員
︑
そ
し
て
経
営
者
が

気
兼
ね
な
く
話
し
か
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
社
内
の

雰
囲
気
の
醸
成
は
︑
同
社
の

安
全
教
育
の
面
で
も
効
果
を

発
揮
し
て
い
る
︒
事
故
を
惹

起
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す

る
面
談
を
行
う
際
に
は
︑
貴

美
氏
が
長
年
教
育
の
現
場
に

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
日

々
の
声
が
け
と
と
も
に
︑
月

ご
と
に
記
し
て
い
る
燃
費
計

算
表
の
コ
メ
ン
ト
も
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
大
い
に
機

能
し
て
い
ま
す
﹂（
貴
美
会
長
）

　

同
社
に
お
け
る
新
車
両
の

導
入
で
は
︑
少
し
変
わ
っ
た

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
︒

同
社
で
は
︑
比
較
的
若
手
の

ド
ラ
イ
バ
ー
に
新
車
両
に
乗

務
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て

い
る
︒
そ
し
て
︑
新
車
両
を

導
入
す
る
際
に
は
︑
乗
務
す

る
予
定
の
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

﹁
ど
の
メ
ー
カ
ー
の
車
両
が

い
い
か
﹂
と
希
望
を
聞
く
こ

と
に
し
て
い
る
︒
ド
ラ
イ
バ

ー
か
ら
希
望
の
メ
ー
カ
ー
を

聞
く
と
︑
同
社
で
は
当
該
デ

ィ
ー
ラ
ー
の
営
業
担
当
を
呼

び
︑
事
前
に
導
入
予
算
を
営

　

同
社
で
は
年
に
２
回
︑﹁
安

全
会
議
﹂を
実
施
し
て
い
る
︒

例
年
は
ド
ラ
イ
バ
ー
を
全
員

会
場
に
集
め
︑
外
部
（
近
畿

交
通
共
済
協
同
組
合
）
の
講

師
に
よ
る
事
故
防
止
セ
ミ
ナ

ー
を
行
っ
て
い
る
が
︑
今
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
も
あ
り
︑
密
閉

・
密
集
・
密
接
の
﹁
３
つ
の

密
﹂
を
避
け
る
た
め
に
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
３
~
４
人
の
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
形
態
を
変
え
た
︒

　

今
年
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

は
︑
ま
ず
自
社
で
取
り
ま
と

め
た
資
料
を
使
い
︑
関
係
法

令
や
近
年
発
生
し
た
事
故
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
に
つ
い

て
︑
伸
規
氏
が
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
し
て
説
明
︒
令
和
元
年

５
月
に
滋
賀
県
大
津
市
内
で

発
生
し
た
い
わ
ゆ
る
﹁
右
直

事
故
﹂
な
ど
も
取
り
上
げ
︑

ど
う
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
か
︑
そ
し
て
事
故
が
発

生
し
た
場
合
の
対
応
な
ど
に

つ
い
て
指
導
し
た
︒

　

そ
し
て
︑
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
最
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ド

ラ
イ
バ
ー
の
意
見
を
ま
と
め

て
も
ら
い
︑
そ
れ
を
も
と
に

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
と

い
う
試
み
を
行
っ
た
︒

　
﹁
従
業
員
全
員
を
前
に
し

て
︑
緊
張
の
あ
ま
り
自
分
の

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
難
し

い
と
い
う
従
業
員
で
あ
っ
て

も
︑
少
人
数
で
あ
れ
ば
伸
び

伸
び
と
自
分
の
意
見
を
述
べ

て
く
れ
ま
す
︒
少
人
数
で
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
試
行
し
た

こ
と
で
︑
個
々
の
従
業
員
に

考
え
さ
せ
る
機
会
を
作
る
こ

と
が
で
き
︑
ま
た
従
業
員
同

士
の
効
果
的
な
情
報
共
有
の

場
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
﹂（
大
原
伸
規
社
長
）

　

同
社
で
は
車
両
へ
の
デ
ジ

タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
（
平
成
17

年
~
）
や
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
（
23
年
~
）
の
設
置
も

行
う
と
と
も
に
︑
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
へ
の
取
り
組
み
も
進
め

て
い
る
︒
事
務
所
に
は
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
目
に
つ
く
場
所

に
車
両
ご
と
の
﹁
燃
費
計
算

表
﹂
を
備
え
る
よ
う
に
し
て

い
る
が
︑
燃
費
計
算
表
に
は

貴
美
氏
が
安
全
運
転
に
関
す

る
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
く
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
各
企
業
で
の
優
良
な
交
通
事
故
防
止
対
策
の
様

子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒
今
回
は
︑﹁
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
会
社
を
作
り
た
い
﹂
と
の
会
長
の
思
い
か
ら
ド

ラ
イ
バ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
︑

安
全
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
る
︑
和
歌
山
県
紀
の

川
市
の
有
限
会
社
大
原
運
送
を
紹
介
し
ま
す
︒

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
﹁
少
人
数
制
会
議
﹂
を
試
行

社
内
に
は
﹁
事
故
防
止
﹂
へ
の
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

業
界
未
経
験
か
ら
経
営
ト
ッ
プ
に
就
任

周
囲
に
助
け
ら
れ
会
社
を
大
き
く
育
て
る

安
全
へ
の
意
識
を
絶
や
さ
な
い
﹁
声
が
け
﹂

﹁
責
め
﹂
の
面
談
か
ら
﹁
社
員
を
育
む
﹂
面
談
へ

企業プロフィール
■ 社　　　名 ㈲大原運送
■ 本社所在地 和歌山県紀の川市
	 															貴志川町神戸214-2
■ 代　表　者 代表取締役　大原	伸規		
■ 設　　　立　 昭和60年7月1日
■ 資　本　金 1，200万円
■ 社　員　数 49人（うちドライバー40人）
■ 車　両　数 44台

車
両
導
入
時
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
希
望
を
最
優
先
に

大
事
に
運
転
す
る
こ
と
で
事
故
防
止
効
果
も

「アットホームな会社づくり」目指して声がけを強化「アットホームな会社づくり」目指して声がけを強化
従業員同士の「信頼感」が事故を未然に防ぐ従業員同士の「信頼感」が事故を未然に防ぐ

有
限
会
社
大
原
運
送
（
和
歌
山
県
紀
の
川
市
）

第
24
回

ドライバーの希望を優先して車両を導入することで、安全性の高い日々の運転操作が可能となる

大原　伸規
代表取締役

大原　貴美
代表取締役会長

配
車
係
の
山
名
敏
也
さ
ん
㊨
は
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
声
が
け
を
積
極
的
に
実
施
し
、
安
全
へ

の
意
識
向
上
に
繋
げ
て
い
る

事務所にある燃費計算表（写真㊤）や社
内の掲示物（写真㊦）には、貴美氏から
の心温まるメッセージが添えられている
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「２世帯住宅じゃなくて、新しい生活様式向け住宅？」
「はい、一旦玄関を出て階段で３階のテレワーク室に向かいます」

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜停止距離・車間距離編〜
	 【解 答】２面に問題

❶	○（教則第5章第4節安全な速度と車
間距離2-1）空走距離とは運転者が危険
を感じてからブレーキを踏み、ブレーキ
が実際に効き始めるまでの間に車が走
る距離をいい、制動距離とはブレーキ
が効き始めてから車が停止するまでの
距離をいう。
❷	○（教則第5章第4節安全な速度と
車間距離2-2）運転者が疲れているとき
は、危険を認知して判断するまでに時間
がかかるので、空走距離は長くなる。
❸	×（教則第5章第4節安全な速度と車
間距離2-2）重い荷物を積んでいる場合

は制動距離が長くなる。
❹	○（教則第5章第4節安全な速度と車
間距離2-3）路面が濡れている場合やタ
イヤがすり減っている場合の停止距離
は、乾燥した路面でタイヤの状態が良
い場合の２倍程度に延びることがある。
❺	×（教則第5章第4節安全な速度と車
間距離2-4）大型自動車、中型自動車及
び準中型自動車は、普通自動車に比べ、
運転席の位置が高く、見下ろす形にな
り、車間距離が実際より長く感じられる
ため、車間距離が短くなりやすいので
注意する。

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

180「
郷
土
料
理
の
す
す
め
⑤
」 

有
明
海
の
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ

　

北
九
州
を
走
っ
て
い
る
と
︑

ど
こ
か
し
ら
で
有
明
海
に
ぶ

つ
か
る
︒
な
に
し
ろ
福
岡
県

・
佐
賀
県
・
長
崎
県
・
熊
本

県
に
ま
た
が
る
広
大
な
海
な

の
だ
︒
干
満
差
は
６
㍍
以
上
︑

干
潟
面
積
は
最
大
時
で
１
８

８
平
方
㌔
㍍
に
も
な
る
︒
ま

た
︑
海
苔
養
殖
が
発
達
し
︑

日
本
一
の
生
産
量
な
の
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
︒

　

知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
︑

こ
の
有
明
海
は
約
１
万
年
前

ま
で
は
︑
大
陸
と
つ
な
が
る

干
潟
の
一
部
だ
っ
た
こ
と
︒

そ
の
お
か
げ
で
︑
大
陸
系
遺

存
種
と
い
わ
れ
る
生
物
や
︑

有
明
海
独
自
の
も
の
な
ど
︑

珍
品
奇
種
が
た
く
さ
ん
棲
息

し
︑
摩
訶
不
思
議
な
ビ
オ
ト

ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
︒

　

そ
の
代
表
は
︑
求
愛
期
の

近
く
の
食
堂
﹁
夜
明
茶
屋
﹂

に
行
っ
た
ら
︑
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ

が
甘
露
煮
で
登
場
し
た
︒
佐

賀
で
は
か
ば
焼
き
が
多
い
が
︑

柳
川
で
は
丸
ご
と
の
甘
露
煮

が
定
番
︒
ま
ず
は
愛
ら
し
い

姿
を
愛
で
て
か
ら
︑ぽ
り
っ
︒

干
潟
の
ぬ
く
も
り
が
そ
の
ま

ま
魚
に
な
っ
た
よ
う
な
滋
味

だ
っ
た
︒

　

お
土
産
に
い
い
の
は
︑
ム

で
鋭
い
歯
を
も
つ
ワ
ラ
ス
ボ
︑

若
い
も
ん
の
尻
の
穴
を
意
味

す
る
ワ
ケ
ノ
シ
ン
ノ
ス
こ
と
イ

ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
︑
靴
底
の
よ

う
に
肉
厚
な
シ
タ
ビ
ラ
メ
の

ク
チ
ゾ
コ
︑
銀
刀
魚
の
異
名

が
あ
る
エ
ツ
︑
象
の
鼻
の
よ

う
な
水
管
を
も
つ
ウ
ミ
タ
ケ

等
々
︑
日
本
で
も
稀
な
﹁
干

潟
の
幸
﹂
も
楽
し
み
た
い
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

夏
に
干
潟
で
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

飛
び
跳
ね
る
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
︒

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
ち
び
ち

ゃ
ん
だ
が
︑
全
身
褐
色
で
頭

で
っ
か
ち
︑
大
き
す
ぎ
る
ほ

ど
の
背
び
れ
︑
き
ょ
ろ
っ
と

飛
び
出
し
た
目
︑
愛
嬌
の
あ

る
顔
立
ち
と
︑
ど
こ
か
ら
見

て
も
有
明
海
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

・
マ
ス
コ
ッ
ト
で
あ
る
︒

　

福
岡
県
柳
川
市
の
魚
市
場

ツ
ゴ
ロ
ウ
の
粉
末
と
き
な
粉

入
り
の
生
地
で
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ

を
か
た
ど
っ
た
︑
そ
の
名
も

﹁
立
体
３
Ｄ
ク
ッ
キ
ー
﹂︒
ム

ツ
ゴ
ロ
ウ
の
粉
末
だ
し
付
き

の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
ラ
ー
メ

ン
も
楽
し
い
︒
ど
ち
ら
も
陽

気
な
雰
囲
気
で
︑
一
口
食
べ

る
と
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
と
一
緒
に
ジ

ャ
ン
プ
し
た
く
な
る
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
藁わ

ら

づ
と
の
形

札幌TS

名古屋TS

鳥栖TS

TS名 給 油 所

青 森 8月15日（土）19:00　〜　8月17日（月） 8:00

大 宮 平常通り営業

新 潟
8月14日（金）17:30　〜　8月17日（月） 7:00

◎短縮営業
8月13日（木）〜8月14日（金）8:30〜17:30

金 沢 ◎短縮営業
8月13日（木）〜8月16日（日）8:00〜19:00（3時間短縮）

TS名 給 油 所

岡 山 ◎短縮営業　8月13日（木）〜8月15日（土）8:00〜18:00

尾 道 平常通り営業

三 次 8月12日（水）19:00　〜　8月17日（月） 7:00

北 九 州 平常通り営業

TS名 運行情報センター 福祉施設

札 幌 8月14日（金）17:00 〜 8月17日（月）  9:00 食　　堂 平常通り営業

苫 小 牧 8月14日（金）17:00 〜 8月17日（月）  9:00 食　　堂 平常通り営業

青 森 8月14日（金）17:15 〜 8月17日（月）  8:30

仙 台 8月11日（火）17:00 〜 8月17日（月）  9:00 食　　堂
シャワー

8月12日（水）18:30 〜 8月17日（月）  8:00
8月11日（火）16:30 〜 8月17日（月）  9:00

白河の関 8月12日（水）17:30 〜 8月17日（月）  8:30
コインシャワー・
コインランドリー

・休憩室
8月12日（水）17:00 〜 8月17日（月）  9:00

茨 城 8月12日（水）17:00 〜 8月17日（月）  9:00 平常通り営業

矢 板 8月11日（火）17:00 〜 8月17日（月）  9:00
食堂・浴室・

女性用シャワー・
コインランドリー

8月11日（火）22:00 〜 8月17日（月）11:00

大 宮 8月12日（水）20:00 〜 8月19日（水）  9:00 平常通り営業

東 神 8月16日（日）  9:00 〜 8月16日（日）17:00 平常通り営業

新 潟 8月12日（水）19:00 〜 8月17日（月）  8:00 シャワー 8月12日（水）18:00 〜 8月17日（月）  8:00

金 沢 8月13日（木）17:00 〜 8月17日（月）  9:00 平常通り営業（24時間営業）

浜 松 8月13日（木）14:00 〜 8月17日（月）  9:00 食　堂・売　店
浴室・宿泊・仮眠

8月13日（木）14:00 〜 8月17日（月）10:00
8月13日（木）10:00 〜 8月17日（月）12:00

安 城 8月12日（水）17:00 〜 8月17日（月）  9:00 食　　堂
シャワー・コインランドリー

8月12日（水）21:00 〜 8月17日（月）10:00
平常通り営業（24時間営業）

名 古 屋 8月12日（水）17:00 〜 8月17日（月）  9:00 食　　堂
浴室・宿泊・仮眠

8月12日（水）21:00 〜 8月17日（月）11:00
8月12日（水）21:00 〜 8月17日（月）10:00

亀 山 8月12日（水）17:00 〜 8月17日（月）  9:00 食　堂・売　店
浴室・宿泊・仮眠

8月12日（水）21:00 〜 8月17日（月）10:00
8月12日（水）21:00 〜 8月17日（月）10:00

彦 根 8月13日（木）14:00 〜 8月17日（月）  9:00 食堂・浴室・宿泊 8月13日（木）14:00 〜 8月17日（月）  8:00

大 阪 8月12日（水）17:00 〜 8月17日（月）  9:00 平常通り営業（24時間営業）

奈良・針 8月11日（火）17:00 〜 8月17日（月）  9:00
休憩室・

コインシャワー・
コインランドリー

8月11日（火）17:00 〜 8月17日（月）  9:00

岡 山 8月12日（水）17:00 〜 8月17日（月）  9:00 食　　堂
宿泊・シャワー

8月12日（水）14:00 〜 8月17日（月）11:00
8月12日（水）16:00 〜 8月17日（月）  8:00

尾 道 8月  7日（金）17:00 〜 8月17日（月）  8:30 シャワー・トイレ・洗濯機
コンビニエンスストア

8月  7日（金）17:00 〜 8月17日（月）  8:30
平常通り営業（24時間営業）

三 次 8月12日（水）17:00 〜 8月17日（月）  9:00 食　堂・浴　室 8月12日（水）14:30 〜 8月17日（月）11:00

北 九 州 8月12日（水）17:00 〜 8月17日（月）  9:30 シャワー・
ランドリー 平常通り営業（24時間営業）

鳥 栖 8月12日（水）17:00 〜 8月17日（月）  9:00 食堂・浴室・宿泊
◎短縮営業

8月13日（木）〜 8月16日（日）11:00〜21:00
（食堂ラストオーダー20:30）

諫 早 8月12日（水）20:00 〜 8月17日（月）10:00
食　　堂
浴　　室
宿　　泊

8月12日（水）14:30 〜 8月17日（月）10:00
8月12日（水）20:00 〜 8月17日（月）10:00
8月12日（水）10:00 〜 8月17日（月）15:00

大 分 8月  7日（金）17:00 〜 8月17日（月）  8:00 食堂・休憩室・
シャワー・ランドリー 8月  7日（金）17:00 〜 8月17日（月）  8:00

鹿 児 島 8月13日（木）17:30 〜 8月17日（月）  8:30 休憩室・
コインシャワー 8月13日（木）17:30 〜 8月17日（月）  8:30

（令和2年7月13日現在）

トラックステーション（TS）お盆休業案内トラックステーション（TS）お盆休業案内

▷�携帯電話用のトラックステーションリストを作成しまし
た。お持ちの携帯電話のバーコードリーダーを右のQR
コードにかざしてください。

※  QR コードは㈱デンソーウェーブの登録商標です◇詳細は各運行情報センター等へお問い合わせください。



令和2年（2020年）7月15日 （8）第2158号（第3種郵便物認可）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

2020・7・15

▼
駅
ビ
ル
の

書
店
に
立
ち

寄
る
と
︑﹁
貴

方
自
身
で
お

持
て
成
し
の

手
料
理
を
作
り
ま
せ
ん
か
！
﹂
な
る
特
設

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
し
た
︒
当
世
を
反
映

し
︑
在
宅
時
間
が
増
え
た
こ
と
か
ら
︑
普

段
は
キ
ッ
チ
ン
と
は
無
縁
の
諸
氏
に
︑
料

理
ヘ
の
挑
戦
を
促
し
た
形
で
す
︒
コ
ー
ナ

ー
に
は
︑
有
名
無
名
を
問
わ
ず
料
理
研
究

家
や
タ
レ
ン
ト
の
料
理
本
が
ズ
ラ
リ
と
並

ん
で
い
ま
し
た
︒
そ
の
中
で
︑
何
冊
か
気

に
な
る
表
題
の
本
を
パ
ラ
パ
ラ
め
く
る

と
︑﹁
こ
れ
な
ら
自
分
で
も
で
き
る
﹂
と

思
わ
せ
る
レ
シ
ピ
が
︑
写
真
や
図
解
付
き

で
︑
盛
り
だ
く
さ
ん
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま

し
た
︒
▼
料
理
の
基
本
は
下
拵
え
に
あ

り
︑
食
材
を
﹁
切
る
﹂﹁
刻
む
﹂﹁
裂
く
﹂

と
︑
何
れ
も
切
れ
味
が
確
か
な
包
丁
に
か

か
っ
て
き
ま
す
︒
そ
の
包
丁
と
言
え
ば
︑

和
式
の﹁
菜
切
包
丁
﹂と
西
洋
の﹁
牛
刀
﹂

の
長
所
を
併
せ
持
つ
﹁
三
徳
包
丁
（
文
化

包
丁
）﹂
が
１
本
あ
れ
ば
︑
肉
︑
魚
︑
野

菜
の
下
拵
え
が
自
在
に
で
き
て
便
利
で

す
︒
▼
学
生
時
代
の
夏
休
み
に
︑
東
京
都

下
の
小
さ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
た
時
の
こ
と
で
す
︒
そ
の
お
店
は
コ

ッ
ク
の
川
田
さ
ん
が
１
人
︑
ウ
ェ
イ
タ
ー

が
私
１
人
と
い
う
陣
容
で
︑
開
店
前
に
は

Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
か
け
︑
テ
ー
ブ
ル
を
拭
き
︑
ナ

イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
︑
ナ
プ
キ
ン
を
揃
え
︑

調
味
料
を
補
充
と
︑
準
備
で
慌
た
だ
し
い

時
間
が
続
き
ま
す
︒
お
店
を
開
く
と
お
客

様
か
ら
注
文
を
取
り
︑
お
料
理
を
出
し
︑

そ
し
て
お
皿
を
上
げ
下
げ
と
︑
11
時
30
分

か
ら
14
時
ま
で
は
︑
目
の
回
る
忙
し
さ
で

し
た
︒
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
が
終
わ
り
お
店
を

閉
め
る
と
昼
食
と
な
り
︑
川
田
さ
ん
は
必

ず
﹁
今
日
は
何
が
食
べ
た
い
？
﹂
と
︑
私

に
ま
か
な
い
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
聞
い
て
き

ま
し
た
︒
▼
初
め
て
お
会
い
し
た
時
は
︑

気
難
し
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
が
︑
接
す

る
う
ち
に
︑
段
々
と
人
を
包
み
込
む
よ
う

な
優
し
さ
に
溢
れ
た
方
だ
と
分
か
り
ま
し

た
︒
川
田
さ
ん
は
︑
私
と
同
じ
よ
う
に
夏

の
終
わ
り
ま
で
レ
ス
ト
ラ
ン
で
働
き
︑
翌

年
の
春
か
ら
地
元
の
長
野
県
安
曇
野
に
帰

り
︑﹁
森
の
中
に
小
さ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
を

開
く
﹂
と
夢
を
語
っ
て
い
ま
し
た
︒
▼
川

田
さ
ん
が
ひ
と
た
び
包
丁
を
握
る
と
︑
そ

れ
は
鮮
や
か
な
包
丁
さ
ば
き
で
︑
食
材
を

無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
使
い
切
っ
て
い
ま

し
た
︒
一
つ
の
料
理
を
作
る
作
業
を
傍
で

見
て
い
て
︑
そ
の
妙
技
に
魅
せ
ら
れ
た
の

を
記
憶
し
て
い
ま
す
︒
食
材
を
刻
む
小
気

味
良
い
リ
ズ
ム
感
と
溢
れ
る
音
︑
フ
ラ
イ

パ
ン
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
鼻
孔
を
擽
る

味
付
け
と
︑
料
理
の
醍
醐
味
を
知
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
︒
▼
孟
子
の
教
え
﹁
君
子

遠
庖
厨
﹂（﹁
男
子
厨
房
に
入
ら
ず
）
は
︑

一
つ
の
建
物
の
中
に
住
居
部
分
と
家
畜
の

ス
ペ
ー
ス
が
入
り
交
じ
っ
た
様
式
で
︑
当

時
は
男
子
が
厨
房
に
立
ち
入
る
状
況
に
は

な
か
っ
た
よ
う
で
す
︒
▼
昨
今
は
︑
グ
ル

メ
ブ
ー
ム
と
や
ら
で
﹁
予
約
が
取
れ
な

い
﹂
お
店
に
行
く
こ
と
が
ス
テ
ー
タ
ス
の

よ
う
な
風
潮
が
あ
り
ま
す
が
︑
私
は
家
族

で
お
店
を
営
む
︑
名
も
無
き
﹁
隠
れ
た
名

店
﹂
が
好
き
で
す
︒
▼
都
内
の
中
央
区
八

丁
堀
に
あ
っ
た
中
華
料
理
屋
で
は
︑
誰
も

が
異
口
同
音
に
看
板
メ
ニ
ュ
ー
の
﹁
ニ
ラ

玉
ラ
イ
ス
﹂
を
注
文
し
ま
す
︒
具
材
は
シ

ン
プ
ル
で
︑
ニ
ラ
が
通
常
の
２
倍
ほ
ど
︑

そ
の
上
に
オ
ム
レ
ツ
風
の
ふ
わ
と
ろ
玉
子

が
鎮
座
し
ま
す
︒
ニ
ラ
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ

感
と
玉
子
が
絶
妙
に
合
体
し
て
︑
も
う
箸

が
止
ま
り
ま
せ
ん
︒
料
金
も
税
込
８
０
０

円
と
嬉
し
い
価
格
設
定
で
庶
民
の
味
方
で

す
︒
残
念
な
こ
と
に
︑
同
店
は
惜
し
ま
れ

な
が
ら
閉
店
し
ま
し
た
が
︑
こ
れ
か
ら

も
︑
嗅
覚
を
頼
り
に
︑﹁
隠
れ
た
名
店
﹂

を
探
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
！

 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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自衛隊隊員の手も借りて、貨物の積み替えを行う㊤（7月5日、
グランメッセ熊本）、今回の災害で防災拠点となって緊急支援物
資の搬入・搬出を行ったグランメッセ熊本（7月10日、グランメッ
セ熊本） ［写真提供：熊本県トラック協会］

プ
ッ
シ
ュ
型
緊
急
物
資
輸
送
を
実
施

プ
ッ
シ
ュ
型
緊
急
物
資
輸
送
を
実
施

熊
本
県
へ
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、
食
料
な
ど

熊
本
県
へ
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、
食
料
な
ど

県
内
避
難
所
へ
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
輸
送

県
内
避
難
所
へ
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
輸
送

熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
事
業
者

熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
事
業
者

大
雨
災
害
に
関
し
被

災
事
業
者
対
策
を

実
施

「
支
援
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
取
り
ま
と
め

　

経
済
産
業
省
で
は
︑
令
和

２
年
７
月
豪
雨
に
関
し
て
︑

長
野
・
岐
阜
・
福
岡
・
熊
本

・
大
分
・
鹿
児
島
の
６
県
61

市
町
村
に
災
害
救
助
法
が
適

用
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
︑

次
の
通
り
︑
被
災
中
小
企
業

・
小
規
模
事
業
者
対
策
を
実

施
す
る
︒

① 

特
別
相
談
窓
口
の
設
置

② 

災
害
復
旧
貸
付
の
実
施

③ 

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証

４
号
の
適
用

④ 

既
往
債
務
の
返
済
条
件
緩

和
等
の
対
応

⑤ 

小
規
模
企
業
共
済
災
害
時

貸
付
の
適
用

　

ま
た
︑中
小
企
業
庁
で
は
︑

同
豪
雨
に
対
す
る
中
小
企
業

・
小
規
模
事
業
者
向
け
支
援

策
を
ま
と
め
た
﹁
被
災
中
小

企
業
者
等
支
援
策
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
﹂
を
公
表
し
て
い
る
︒

同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
︑
中
企

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
︒

経 産 省
﹁
総
力
戦
で
挑
む
防
災

・
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

を
取
り
ま
と
め

緊
急
物
資
輸
送
の
円
滑
化
な
ど

の
施
策
を
盛
り
込
む

　

国
土
交
通
省
は
︑
７
月
６

日
に
開
催
し
た
第
２
回
防
災

・
減
災
対
策
本
部
の
中
で
︑

﹁
総
力
戦
で
挑
む
防
災
・
減

災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
~
い
の
ち
と

く
ら
し
を
ま
も
る
防
災
減
災

~
﹂
を
取
り
ま
と
め
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
平
成
28
年

熊
本
地
震
︑
平
成
30
年
７
月

豪
雨
︑
令
和
元
年
台
風
第
15

・
19
号
な
ど
︑
気
候
変
動
の

影
響
等
に
よ
り
激
甚
な
災
害

が
頻
発
し
て
い
る
状
況
や
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

７
月
４
日
未
明
の
集
中
豪

雨
か
ら
降
り
続
く
九
州
全
域

で
の
降
雨
災
害
発
生
に
対
し

て
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
同
日
午
前
10
時
30
分
︑

全
ト
協
内
に
坂
本
克
己
会
長

を
本
部
長
と
す
る
﹁
令
和
２

年
７
月
豪
雨
災
害
対
策
本

部
﹂
を
設
置
し
︑
指
定
公
共

機
関
（
日
本
通
運
︑
ヤ
マ
ト

運
輸
︑
佐
川
急
便
︑
西
濃
運

輸
︑福
山
通
運
）と
連
携
し
︑

緊
急
物
資
輸
送
体
制
を
構

築
︒
ま
た
︑
熊
本
県
・
鹿
児

島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
の
連

携
に
よ
り
︑
緊
急
物
資
輸
送

等
に
関
す
る
情
報
収
集
体
制

を
確
立
し
た
︒
ま
た
︑
九
州

各
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
も

﹁
災
害
対
策
本
部
﹂
を
設
置

（
福
岡
・
熊
本
・
長
崎
・
大

分
・
鹿
児
島
県
）
し
︑
各
県

と
の
防
災
協
定
に
基
づ
く
物

資
輸
送
体
制
を
確
立
し
た
︒

　

一
方
︑政
府
は
７
月
５
日
︑

﹁
非
常
災
害
対
策
本
部
﹂（
本

部
長
・
武
田
良
太
防
災
担
当

大
臣
）
を
設
置
︒
ま
た
︑
熊

本
県
や
鹿
児
島
県
な
ど
６
県

61
市
町
村
に
災
害
救
助
法
を

適
用
︒
さ
ら
に
︑
激
甚
災
害

の
指
定
に
向
け
た
検
討
実
施

と
と
も
に
︑
７
月
14
日
に
特

定
非
常
災
害
特
別
措
置
法
を

適
用
し
た
︒

　

ま
た
︑
政
府
は
︑
国
土
交

通
省
を
通
じ
て
︑
現
地
自
治

体
か
ら
の
要
請
を
待
た
ず
に

行
う
プ
ッ
シ
ュ
型
緊
急
物
資

輸
送
を
全
ト
協
に
要
請
し

た
︒
輸
送
品
目
と
し
て
は
︑

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
１
５
０
０

台
︑
非
接
触
型
体
温
計
１
０

０
個
（
東
京
都
・
内
閣
府
立

川
基
地
か
ら
）︑
布
パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
２
０
０
セ
ッ
ト
（
東

京
都
世
田
谷
区
か
ら
）︑
送

風
機
３
０
０
台
（
福
岡
県
・

Ｓ
Ｋ
Ｊ
物
流
セ
ン
タ
ー
か

ら
）︑
パ
ッ
ク
ご
飯
（
１
８
０

㌘
）
１
万
５
０
２
４
セ
ッ
ト

（
新
潟
県
小
千
谷
市
か
ら
）︑

畳
マ
ッ
ト
７
０
０
個
（
群
馬
県

・
カ
イ
ン
ズ
太
田
流
通
セ
ン

タ
ー
か
ら
）︑
物
干
し
台
セ
ッ

ト
１
０
０
台
（
広
島
県
・
ジ

　

熊
本
県
ト
協
で
は
︑
7
月

4
日
午
前
9
時
30
分
に
﹁
令

和
2
年
熊
本
県
南
部
豪
雨
災

害
対
策
本
部
（
本
部
長
・
住

ュ
ン
テ
ン
ド
ー
配
送
セ
ン
タ
ー

か
ら
）︒
い
ず
れ
も
輸
送
先
は
︑

熊
本
県
益
城
町
の
﹁
グ
ラ
ン
メ

ッ
セ
熊
本
﹂
で
︑
支
援
物
資
の

拠
点
管
理
は
熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
が
担
当
し
て
い
る
（
７
月

14
日
時
点
）︒

永
豊
武
会
長
）﹂
を
設
置
︒
協

会
事
務
局
が
総
務
班
︑
グ
ラ
ン

メ
ッ
セ
現
地
対
応
班
︑
情
報
・

後
方
支
援
班
︑
熊
本
県
派
遣
な

ど
の
役
割
に
分
か
れ
て
災
害
に

対
応
し
て
い
る
︒

　

熊
本
県
ト
協
は
グ
ラ
ン
メ
ッ

セ
熊
本
の
支
援
物
資
拠
点
管
理

・
運
営
と
と
も
に
︑
熊
本
県
内

の
緊
急
支
援
物
資
輸
送
で
も
活

動
し
て
お
り
︑
7
月
4
日
夕
刻

か
ら
︑
熊
本
県
︑
市
な
ど
か
ら

の
依
頼
で
︑
県
内
の
山
鹿
市
︑

八
代
市
︑
人
吉
市
︑
水
俣
市
︑

津
奈
木
町
︑
芦
北
町
な
ど
各
被

災
地
へ
向
け
て
ア
ル
フ
ァ
米
︑
カ

ッ
プ
麺
︑
飲
料
水
︑
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
︑
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
︑

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
︑
毛
布
な
ど

を
随
時
輸
送
し
て
い
る
︒

症
拡
大
の
リ
ス
ク
に
鑑
み
︑

国
交
省
の
総
力
を
挙
げ
て
︑

抜
本
的
か
つ
総
合
的
な
防
災

・
減
災
対
策
の
確
立
を
目
指

す
た
め
︑
今
年
１
月
よ
り
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
︒

今
回
︑
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

成
果
を
と
り
ま
と
め
た
︒

　

主
要
施
策
の
う
ち
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
に
関
連
す
る

も
の
は
次
の
通
り
︒

①
災
害
発
生
時
に
お
け
る
人

流
・
物
流
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　

災
害
後
の
緊
急
物
資
輸
送

に
資
す
る
緊
急
輸
送
ル
ー
ト

の
確
保
を
図
る
た
め
︑
緊
急

輸
送
道
路
等
に
あ
る
全
国
約

１
５
０
０
か
所
の
踏
切
に
つ
い

て
︑
災
害
時
に
優
先
的
に
開

放
す
る
踏
切
と
迂
回
等
の
対

策
を
行
う
踏
切
と
に
分
類

し
︑決
定（
令
和
２
年
度
中
）︒

ま
た
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
デ
ー

タ
等
を
活
用
し
て
作
成
し
た

﹁
通
れ
る
マ
ッ
プ
﹂
の
情
報
に

つ
い
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者

等
に
対
し
て
も
即
時
提
供

（
２
年
度
中
を
目
途
）︒

②
交
通
・
物
流
の
機
能
確
保

の
た
め
の
事
前
対
策

　
﹁
運
輸
防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
指
針
﹂
を
策
定
︵
詳
細
別

掲
︶︒
ま
た
︑
緊
急
輸
送
道

路
等
の
無
電
柱
化
を
推
進

（
２
年
度
ま
で
に
着
手
）︒

③
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
や

地
域
防
災
力
の
強
化

　

自
治
体
支
援
の
充
実
の
一

環
と
し
て
︑
自
治
体
と
運
送

事
業
者
と
の
災
害
協
定
締
結

を
支
援
（
３
年
度
か
ら
）︒

　

国
交
省
で
は
同
成
果
を
踏

ま
え
︑
さ
ら
な
る
災
害
対
策

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
し
て
い
る
︒

﹁
運
輸
防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

指
針
﹂
を
策
定

運
輸
事
業
者
の
防
災
意
識

向
上
を
図
る

　

国
土
交
通
省
は
７
月
６
日
︑

﹁
運
輸
防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

指
針
﹂
を
策
定
し
︑
公
表
し

た
︒

　

こ
れ
は
︑
運
輸
事
業
者
が

防
災
体
制
の
構
築
と
実
践
を

進
め
る
際
に
参
考
と
す
べ
き

考
え
方
を
取
り
ま
と
め
た
も

の
︒
平
成
18
年
に
制
度
開
始

し
た
﹁
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
﹂
の
基
本
方
針
お
よ
び

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
︑
29
年
に

﹁
自
然
災
害
対
応
﹂
が
明
記

さ
れ
た
も
の
の
︑
こ
れ
ま
で

自
然
災
害
に
対
し
て
運
輸
安

全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
活
用
す

る
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
不

在
だ
っ
た
た
め
︑
今
回
新
た

に
策
定
し
た
︒

　

同
指
針
の
要
点
は
次
の
通

り
︒

① 

防
災
力
向
上
＋
事
業
継
続

を
目
指
す
取
り
組
み

② 

平
時
の
﹁
備
え
﹂
と
迅
速

な
初
動

③ 

﹁
備
え
﹂
と
初
動
①
（
関

係
者
と
の
連
携
等
）

④ 

﹁
備
え
﹂
と
初
動
②
（
教

育
と
訓
練
）

　

国
交
省
で
は
︑
同
指
針
の

策
定
を
通
じ
て
︑
運
輸
事
業

者
の
全
社
的
な
自
然
災
害
対

応
へ
の
取
り
組
み
（
防
災
＋

事
業
継
続
）
を
促
進
す
る
と

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
伴

い
自
動
車
検
査
証
の
有
効

期
間
を
伸
長

長
野
、岐
阜
、福
岡
、大
分
、

熊
本
、
鹿
児
島
の
６
県
で

　

国
土
交
通
省
は
︑
令
和
２

年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
る
被

害
に
伴
い
︑
被
災
地
域
に
使

用
の
本
拠
の
位
置
を
有
す
る

自
動
車
の
自
動
車
検
査
証
の

有
効
期
間
に
つ
い
て
︑
２
年

８
月
４
日
ま
で
伸
長
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
︒

　

伸
長
措
置
の
対
象
地
域

と
︑
対
象
と
な
る
有
効
期
間

の
満
了
す
る
日
は
︑
そ
れ
ぞ

れ
表
の
通
り
︒

と
も
に
︑
７
月
よ
り
運
輸
事

業
者
の
取
り
組
み
に
対
す
る

﹁
防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
﹂

を
実
施
し
︑
事
業
者
の
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
支
援
す
る

と
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
国
交
省
で
は
︑
運

輸
事
業
者
に
対
す
る
説
明
会

を
︑
地
方
運
輸
局
ご
と
に
７

月
~
８
月
に
開
催
す
る
ほ

か
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
説

明
会
の
実
施
も
検
討
し
て
い

る
︒

　

対
象
と
な
る
自
動
車
は
︑

８
月
４
日
ま
で
に
継
続
検
査

を
受
検
す
れ
ば
︑
引
き
続
き

使
用
可
能
と
な
る
︒
な
お
︑

有
効
期
間
の
伸
長
に
よ
る
自

動
車
検
査
証
の
記
載
変
更
の

手
続
き
は
不
要
︒

　

ま
た
︑
継
続
検
査
を
受
検

す
る
ま
で
に
︑
保
険
契
約
期

間
の
終
期
が
到
来
す
る
自
動

車
損
害
賠
償
責
任
保
険
（
共

済
）
に
つ
い
て
は
︑
継
続
契

約
の
締
結
手
続
き
が
８
月
４

日
を
限
度
と
し
て
猶
予
さ
れ

る
︒
詳
細
は
︑
契
約
先
の
保

険
（
共
済
）
代
理
店
等
に
相

談
の
こ
と
︒

　

な
お
︑
国
交
省
で
は
今
後

の
状
況
に
応
じ
︑
有
効
期
間

の
再
伸
長
お
よ
び
対
象
地
域

の
拡
大
等
を
検
討
し
て
い
く

と
し
て
い
る
︒
最
新
情
報
は
︑

国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
の
こ
と
︒

表　自動車検査証の有効期間の伸長措置
対象地域 対象となる有効期間の満了する日

長野県
松本市、飯田市、伊那市、安曇野市、上伊那郡宮田村、下伊那郡阿南町、下伊那郡阿智村、
下伊那郡下條村、下伊那郡売木村、木曽郡上松町、木曽郡南木曽町、木曽郡王滝村、木曽
郡大桑村、木曽郡木曽町

２年７月８日〜８月３日

岐阜県 高山市、中津川市、恵那市、飛驒市、郡上市、下呂市 ２年７月８日〜８月３日
福岡県 大牟田市、八女市、みやま市、久留米市 ２年７月６日〜８月３日
大分県 日田市、由布市、九重町、玖珠町 ２年７月６日〜８月３日

熊本県
八代市、人吉市、水俣市、上天草市、天草市、芦北町、津奈木町、錦町、多良木町、湯前町、
水上村、相良村、五木村、山江村、球磨村、あさぎり町 ２年７月４日〜８月３日

荒尾市、玉名市、山鹿市、菊池市、玉東町、南関町、長州町、和水町、南小国町、小国町 ２年７月６日〜８月３日
鹿児島県 阿久根市、出水市、伊佐市、長島町、鹿屋市、曽於市、志布志市 ２年７月４日〜８月３日

令和２年７月豪雨災害令和２年７月豪雨災害

7月4日夕刻に食料等を積載し県内被災地へ向けて緊急輸送したトラック㊤、グラン
メッセ熊本内で荷物の積み降ろしを行う緊急輸送トラック㊦



全
国

沖
縄
県

全国
平均
1.8

目標
1.5

鹿
児
島
県

宮
崎
県

大
分
県

熊
本
県

長
崎
県

佐
賀
県

福
岡
県

高
知
県

愛
媛
県

香
川
県

徳
島
県

山
口
県

広
島
県

岡
山
県

島
根
県

鳥
取
県

和
歌
山
県

奈
良
県

兵
庫
県

大
阪
府

京
都
府

滋
賀
県

三
重
県

愛
知
県

静
岡
県

岐
阜
県

福
井
県

石
川
県

富
山
県

長
野
県

新
潟
県

山
梨
県

神
奈
川
県

東
京
都

千
葉
県

埼
玉
県

群
馬
県

栃
木
県

茨
城
県

福
島
県

山
形
県

秋
田
県

宮
城
県

岩
手
県

青
森
県

北
海
道

※死亡事故件数は事業用貨物自動車が第1当事者となるものであり、軽自動車によるものを除く〈出典：（公財）交通事故総合分析センター〉
※車両台数はトレーラ及び軽自動車を除く営業用貨物自動車の保有台数（2019年 12月末現在）〈出典：（一財）自動車検査登録情報協会〉
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2019（令和 元）年の2018（平成 30）年比（グラフ中に数値を表示）
2018（平成 30）年の2017（平成 29）年比

全国平均（1.8 件）以下を達成した県・・・・・・・・・・【   6   県  】

全国平均（1.9 件）を未達成の県・・・・・・・・・・・・【22 府県】

「プラン 2020」の目標値（1.5 件）以下を達成した県・・・【19 都道府県】
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・交差点における対歩行者、対自転車の死亡事故（74 件）は、追突事故（37 件）の２倍。
・左折左折死亡事故は、８割強が大型車による対自転車事故（22 件）。
・直進直進死亡事故は、約７割が対歩行者事故（20 件）、6割以上が 70 歳以上の高齢者。
・右折右折死亡事故は、約９割が対歩行者事故（17 件）、７割以上が 70 歳以上の高齢者。

交差点における死亡事故（対歩行者・対自転車別）交差点における死亡事故（対歩行者・対自転車別）

大　型：2件
中　型：0件
準中型：0件
普　通：0件

交差点ー歩行者 交差点での右左折及び直進時の対歩行者事故（右図参照）

交差点での右左折及び直進時の対自転車事故（右図参照）

上記以外の交差点での対四輪車・二輪車事故（追突除く）

上記以外の正面衝突時の車両相互（自転車含む）事故、
車両単独事故、交差点以外での対人事故

対二輪車・自転車を含む追突事故

交差点ー自転車

交差点ーその他

追突

その他

大　型：22件 大　型：  6 件
中　型：  6 件
準中型：  4 件
普　通：  1 件

大　型：4件
中　型： 2 件
準中型： 2 件
普　通：１件

大　型：7件
中　型：3件
準中型：8件
普　通：2件

大　型：1件
中　型：0件
準中型：1件
普　通：0件

大　型：車両総重量 11t 以上
中　型：7.5t 以上 11t 未満
準中型：3.5t 以上 7.5t 未満
普　通：3.5t 未満

22
1717

2020

2424

９９

22

※本統計データに軽自動車は含まない

中　型：  2 件
準中型：  0 件
普　通：  0 件
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直進時と右折時は特に高齢の歩行者に注意！！

大型車の左折時は特に自転車に注意！！
〈出典：（公財）交通事故総合分析センター〉
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48%

14件
6%

37件
15%

死亡事故件数
239 件

（2019 年1～12月）

交差点一その他

その他

35件
15%

交差点一対自転車

39件
16%

交差点一対歩行者

追突

死亡事故データ（車籍別発生状況）死亡事故データ（車籍別発生状況）
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「トラック事業における総合安全プラン2020」目標値と事故の現況
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〈出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」〉

数値はいずれも事業用貨物自動車（軽自動車を除く）によるもの。
※「飲酒運転」は「道路交通法違反取締件数」の数値で、「酒酔い運転」および「酒気帯び運転」の合計値。

死者数（人） 人身事故件数（件） 飲酒運転　うち事故件数（件）飲酒運転　件数（件）※ ※

  

人
身
事
故
件
数（
件
）

交
通
事
故
死
者
数（
人
）

「トラック事業における総合安全プラン 2020」と目標値達成状況「トラック事業における総合安全プラン 2020」と目標値達成状況□□ 

□□ 

□□ 
　人身事故件数が減少傾向にある中で、飲酒運転件数は目標としている「ゼロ」
からほど遠い状況にあり、トラック運送業界の社会的信頼性を著しく失墜さ
せる憂慮すべき状況となっている。なお、死者数（245 人）は対前年比 15
人の減少。

車籍地（県内）以外での死亡事故は 4割強を占め、ワースト上位のうち「茨城」「長野」「広島」は他県発生率が高い。
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車籍別死亡事故件数【合計 239 件】

〈出典：（公財）交通事故総合分析センター〉

令和元年の交通事故統計分析結果令和元年の交通事故統計分析結果掲
示
用

掲
示
用 ～車籍別・事業用トラックを第１当事者とする死亡事故～～車籍別・事業用トラックを第１当事者とする死亡事故～

対象は事業用貨物自動車（軽を除く）が第1当事者となる死亡事故。なお、「車両相互」での第2当事者となる「車両」には道路交通法上の「軽車両」である「自転車等」を含む。対象は事業用貨物自動車（軽を除く）が第1当事者となる死亡事故。なお、「車両相互」での第2当事者となる「車両」には道路交通法上の「軽車両」である「自転車等」を含む。

　「トラック事業における総合安全プラン 2020」（プラン 2020）において、事業用トラック
を第１当事者とする死亡事故件数の目標を、全国平均で車両１万台当たり「1.5 件」に設定
しているが、令和元年は全国平均が「1.8 件」で、目標達成には至っていない。
　都道府県別に見ると、「1.5 件」の目標達成は 19 都道府県で、うち山梨、富山、佐賀、沖

縄はゼロを達成し、沖縄は４年連続。一方、目標未達成は 22 府県。
　事業用トラックによる、飲酒運転件数は 96 件で対前年比 14 件の増加であり、プラン
2020 で目標としている「ゼロ」からほど遠い状況にある。トラック運送業界が一丸となっ
て飲酒運転根絶に向けて取り組むことが最重要課題である。

車両1万台当たりの車籍別死亡事故件数車両1万台当たりの車籍別死亡事故件数
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